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あらかしの森 林通信も
り

犬の予防注射と登録のお知らせ

災害防止に向けて



「
忘
れ
な
い　

山
へ
の
感
謝
と　

火
の
始
末
」

　
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ハ
イ
カ
ー
等
の
入
山
者
、
森
林
所
有
者
、
林

内
お
よ
び
森
林
周
辺
の
農
地
お
よ
び
作
業
現
場

の
作
業
者
、
地
域
住
民
、
小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
等
は
、
山
火
事
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！

●
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
場

所
で
は
、
焚
き
火
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

●
焚
き
火
等
、
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場
を
離

れ
ず
、
使
用
後
は
完
全
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

●
強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に
は
、
焚
き
火
、
火

入
れ
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
火
入
れ
を
行
う
際
は
、
消
火
の
準
備
を
し
て

届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙
し
、

吸
が
ら
は
必
ず
消
す
と
と
も
に
、
投
げ
捨
て

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

十
分
注
意
し
て
、火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
火
災
の
発
生
を
早
く
知
り
、
尊
い
命
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
も
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
由
布
市
消
防
本
部　
予
防
課　
☎
０
９
７

−

５
８
３

−

１
５
０
０

　
１
月
28
日
、
挾
間
町

の
は
さ
ま
未
来
館
で
お

お
い
た
減
災
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は

お
よ
そ
１
５
０
人
が
集

ま
り
、
日
本
気
象
協
会

大
分
事
務
所
の
橋
本
正

幸
氏
よ
り
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
東
海
、
南
海
、

東
南
海
地
震
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
中
で
、
防
災

意
識
が
薄
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
、
災
害
へ

の
準
備
や
心
構
え
と
い

っ
た
、
日
常
で
で
き
る

こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
後
に
は
、
大
分

市
の
佐
賀
関
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る
み
ち
ょ

く
れ
劇
団
に
よ
る
演
劇

「
命
あ
り
ゃ
こ
そ
」
が

上
演
さ
れ
、
参
加
者
は

災
害
に
対
す
る
心
構
え

を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

普
段
か
ら
の
備
え
を

お
お
い
た
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

山
火

防

に

い

事

止

つ

て

▲橋本正幸氏による講演

▲みちょくれ劇団による演劇

災 害 防 止 に 向 け て
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交
通
災
害
共
済
と
は
？

 

「
交
通
事
故
に
よ
る
被
害
か
ら
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
」
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
交

通
事
故
に
よ
る
災
害
を
受
け
た
場
合
に
、
見
舞
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

◆
加
入
方
法

　

２
月
中
旬
に
自
治
委
員
を
経
由
し
て
加
入
申
込
書
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
加
入
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
次
の
申
込
先
へ
掛
金
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

自
治
区
や
班
で
と
り
ま
と
め
を
さ
れ
る
地
域
も
あ
り
ま
す
の
で
、
自
治
委
員
や
班
長
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限　

３
月
30
日
㈮

　

※
４
月
以
降
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
共
済
期
間
が
受
付
日
の
翌
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

防
災
安
全
課（
庄
内
庁
舎
）
☎
０
９
７

−

５
８
２

−

１
１
１
１
（
内
線
２
３
２
）

　

挾
間
地
域
振
興
課（
挾
間
庁
舎
）
☎
０
９
７

−

５
８
３

−

１
１
１
１
（
内
線
１
２
２
２
）

　

湯
布
院
地
域
振
興
課
（
湯
布
院
庁
舎
）
☎
０
９
７
７

−

８
４

−

３
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
た
か
？

米海兵隊実弾射撃訓練が

終了しました
　

今
回
で
通
算
９
回
目
と
な
る
、
日
出
生
台
演
習
場
で
の
米
海
兵
隊
実
弾
射

撃
訓
練
が
、
２
月
29
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

駐
留
す
る
沖
縄
か
ら
２
月
１
日
に
到
着
し
、
29
日
間
の
滞
在
期
間
中
、
実

弾
射
撃
訓
練
は
２
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で
の
10
日
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
先
立
ち
、
現
地
指
揮
官
の
表
敬
訪
問
時
に
、
東
日
本
大
震
災
で
米

軍
が
行
っ
た
『
ト
モ
ダ
チ
作
戦
』
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
心
か
ら
感
謝
の
意

を
表
し
ま
し
た
。

　

海
兵
隊
の
滞
在
期
間
中
は
、
庄
内
庁
舎
に
「
対
策
本
部
」、
湯
布
院
庁
舎
に

「
現
地
対
策
事
務
所
」、
演
習
場
周
辺
自
治
区
内
に
「
若
杉
連
絡
所
」
を
設
置

し
、
職
員
が
演
習
場
周
辺
地
域
を
巡
回
す
る
な
ど
情
報
収
集
を
す
る
と
と
も

に
、
由
布
市
消
防
団
湯
布
院
方
面
隊
に
よ
る
夜
間
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ
り
訓
練
が
終
了
し
ま
し
た
こ
と
に
対

し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
し
て
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
警
察
、
自
衛
隊
の
皆
さ
ま
方
に
感
謝
申
し
上
げ
、
お
礼
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

 

　
　
　

  　
　

 

由
布
市
長　

首
藤 

奉
文

平
成
24
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ（
時
刻
表
等
）改
正
は

平
成
24
年
５
月
１
日
で
す
。

平
成
24
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ（
時
刻
表
等
）改
正
は

平
成
24
年
５
月
１
日
で
す
。

＊運休と変更のお知らせ＊
　中学校行事に伴い、スクールバス復路便の時間を変更して運行するため、次の便は運休および変更となります。
ご利用の際はお間違えのないようご利用ください。

変 更 便
変更日 3/23 ㈮・3/30 ㈮・4/9 ㈪・4/10 ㈫

変更内容
スクールバス各コースの帰り第 1 便の発車時
刻が次のとおり変更になります。

コース名 始発バス停
発車時刻

変更前
変更後

水曜日以外 水曜日

湯 平 コ ー ス 由布院駅前バスセンター 16：37 15：37 ⇒ 12：52
塚 原 コ ー ス 湯布院中学校 16：40 15：15 ⇒ 13：00
阿蘇野コース 小野屋駅前 16：26 15：26 ⇒ 13：06
大津留コース 庄内庁舎 16：32 15：32 ⇒ 13：12
朴 木 コ ー ス 挾間中学校 17：00 15：50 ⇒ 13：10
石 城 コ ー ス 庄内庁舎 16：33 15：33 ⇒ 12：53

運 休 便
運休日 コース名 運休内容

3/23
㈮

シャトルバス 由布院駅前バスセンター13：45発、
大学病院13：55発、庄内庁舎14：25発の各便

塚 原 線 由布院駅前バスセンター12：50発の便

3/30
㈮

シャトルバス 由布院駅前バスセンター13：45発、
大学病院13：55発、庄内庁舎14：25発の各便

塚 原 線 由布院駅前バスセンター12：50発の便

4/9
㈪

シャトルバス 由布院駅前バスセンター13：45発、
大学病院13：55発、庄内庁舎14：25発の各便

湯 平 線 健康温泉館前12：45発の便
下 詰 線 大学病院13：30発の便

4/10
㈫

シャトルバス 由布院駅前バスセンター13：45発、
大学病院13：55発、庄内庁舎14：25発の各便

塚 原 線 由布院駅前バスセンター12：50発の便

● 問い合わせ
[コミュニティバス]
[ ス ク ー ル バ ス ]
[由布高スクールバス]

総務部 総合政策課  　　　☎097-582-1111(内線226)
教育委員会 教育総務課 　　　☎0977-84-3111(内線235)
教育委員会 中高一貫教育推進課  ☎0977-84-3111(内線227)

●
由
布
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

ダ
イ
ヤ
改
正
は
毎
年
４
月
１
日
を

基
準
に
実
施
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

Ｊ
Ｒ
ダ
イ
ヤ
等
と
の
整
合
性
を
は

か
る
上
で
、
今
回
、
５
月
１
日
か

ら
改
正
し
ま
す
。

●
４
月
ま
で
は
、
前
年
度
の
時
刻
表

で
運
行
し
ま
す
（
※
一
部
路
線
を

除
く
）

※【
由
布
高
ス
ク
ー
ル
バ
ス
湯
平
コ

ー
ス
】・【
由
布
高
ス
ク
ー
ル
バ
ス

塚
原
コ
ー
ス
】
は
４
月
か
ら
運
行

廃
止
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
平
成
24
年
５
月
１
日
ダ
イ
ヤ
改
正

の
時
刻
表
は
後
日
、
全
戸
配
布
し

ま
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通
の開始

に
つ
い
て

　

デ
マ
ン
ド
交
通
と
は
、
「
予
約
が

あ
っ
た
時
だ
け
運
行
す
る
」
公
共
交

通
機
関
の
こ
と
で
す
。
平
成
24
年
２

月
よ
り
庄
内
地
域
（
大
字
龍
原
、
大

字
五
ヶ
瀬
、
大
字
大
龍
の
一
部
、
大

字
柿
原
の
一
部
）
で
デ
マ
ン
ド
交
通

の
実
証
運
行
（
試
験
運
行
）
を
開
始

し
ま
し
た
。

●
デ
マ
ン
ド
交
通
を
利
用
で
き
る
の

は
対
象
地
域
の
利
用
可
能
エ
リ
ア

内
に
居
住
し
て
お
り
、
か
つ
利
用

登
録
を
さ
れ
た
方
で
す
。

●
実
証
運
行
期
間
中
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
「
龍
原
コ
ー
ス
」
の
運
行

は
休
止
と
な
り
ま
す
。
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！ 　現在、市役所の窓口時間を午後５時閉庁を２時間延長して、午後７時まで開
庁しています。平成24年４月から各庁舎の実施曜日が変更になりますのでお知
らせします。

（挾 間 庁 舎）月曜日・火曜日
（湯布院庁舎）水曜日・木曜日
（庄 内 庁 舎）木曜日・金曜日

窓口延長業務変更のお知らせ
7時まで窓口延長

■開庁場所および曜日
　挾 間 庁 舎…地域振興課窓口
　　　　　　 （毎週月曜日および火曜日）
　　　　　　　☎097-583-1111
　庄 内 庁 舎…市民課および税務課
　　　　　　 （毎週木曜日および金曜日）
　　　　　　　☎097-582-1111
　湯布院庁舎…地域振興課窓口
　　　　　　 （毎週水曜日および木曜日）
　　　　　　　☎0977-84-3111

■取扱業務
　住民票等に関するもの
　１.住民票
　２.住民票記載事項証明
　３.戸籍謄本・抄本
　  （現在戸籍に限る）
　４.戸籍の附票
　  （現在の住所が載って
　　  いる戸籍の附票のみ）
　５.印鑑登録
　６.印鑑登録証明書

税等に関するもの
１.所得額・課税証明書
２.課税証明書
３.非課税証明書
４.評価額証明書（土地・家屋）
５.公課証明書（土地・家屋）
６.資産証明書
７.完納の納税証明書
　 ①納税証明書
　 ②軽自動車税納税証明書
　  （車検用のみ）

■開庁日
　平成24年４月１日から平成25年３月31日の月曜日から金曜日（祝日除く）の午後７時まで

　
１
月
22
日
、
挾
間
町
古
野
自
治
区
で
市

民
対
話
集
会
「
こ
ん
に
ち
は
！
市
長
で

す
」
が
同
地
区
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
首
藤
市
長
や
地
元
出
身
の

市
議
会
議
員
、
地
域
住
民
ら
83
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
佐
藤
愼
一
自
治
委
員
か
ら
、

古
野
自
治
区
の
概
況
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、

首
藤
市
長
が
市
政
報
告
。
続
く
懇
談
会
で

は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建

設
や
古
野
～
北
方
を
結
ぶ
道
路
（
向
原
別

府
線
）
の
改
良
・
拡
幅
、
有
事
の
際
の
た

め
に
防
火
水
槽
に
番
号
を
付
け
る
こ
と
な

ど
が
提
案
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の

た
め
、
同
地
区
で
は
毎
年
懇
談
会
を
開
催

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
総
務
課
広
聴
係
で
は
、
市
民
対
話
集

会
「
こ
ん
に
ち
は
！
市
長
で
す
」
の

申
し
込
み
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
さ
れ

て
い
る
方
で
組
織
す
る
お
お
よ
そ
10
人

以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
等
が
対
象
で
、

開
催
予
定
日
ま
で
の
１
ヵ
月
前
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　
総
務
課
広
聴
係

　
☎
０
９
７

−

５
８
２

−

１
１
１
１

 

（
内
線
２
０
８
）

「
こ
ん
に
ち
は
！
市
長
で
す
」を
開
催
し
ま
し
た

市
民
対
話
集
会 

▲多くの地域住民から声をいただきました！

▲あいさつをする佐藤自治委員
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▲美術館と調和したスタジオ

◆問い合わせ
　株式会社ゆふいんラヂオ局
　電　話 0977－85－3001　
　ＦＡＸ 0977－85－4001
　Mail：info@874.fm

「
東
日
本
大
震
災
義
援
金
」の
受
付
期
間
の
お
知
ら
せ

タ
ス
キ
を
つ
な
い
で

県
内
一
周
駅
伝
大
会

　

由
布
市
で
の
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
受
け
付
け
を
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

と
し
ま
す
。

《
義
援
金
箱
設
置
場
所
》

■
挾
間
町　

挾
間
庁
舎
、
は
さ
ま
未
来
館
、
由
布
市
立
図
書
館

■
庄
内
町　

庄
内
庁
舎
、
庄
内
公
民
館
、
ほ
の
ぼ
の
温
泉
館

■
湯
布
院
町　

湯
布
院
庁
舎
、
湯
布
院
公
民
館
、

　
　
　
　
　
　

道
の
駅
ゆ
ふ
い
ん
、
ク
ア
ー
ジ
ュ
湯
布
院

《
銀
行
振
込
》

■
振
込
先　

大
分
銀
行
小
野
屋
支
店

■
由
布
市
総
務
課

■
口
座
番
号　

５
１
０
３
７
８
９

問
い
合
わ
せ
●
総
務
課
（
庄
内
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　

☎
０
９
７

−

５
８
２

−

１
１
１
１
（
内
線
２
０
５
）

　
２
月
20
日
か
ら
24
日
ま
で
の
５
日
間
、
大
分
県

内
各
地
で
春
季
県
体
・
第
54
回
県
内
一
周
大
分
合

同
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
38
区

間
、
総
距
離
３
８
５
．３
㎞
で
、
郷
土
の
代
表
選

手
た
ち
が
冬
の
二
豊
路
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。
３

日
目
の
午
前
11
時
５
分
に
は
庄
内
庁
舎
で
ス
タ
ー

ト
が
切
ら
れ
、
沿
道
に
集
ま
っ
た
多
く
の
市
民
か

ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
総
合
成

績
は
10
位
で
し
た
。
選
手
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
、

大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
県
内
で
３
番
目
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

放
送
局
が
湯
布
院
町
に
開
局
し
ま
す
。
同

放
送
局
は
、
株
式
会
社
ゆ
ふ
い
ん
ラ
ヂ
オ

局
（
河
島
正
三
郎
代
表
取
締
役
）
が
運
営
。

昨
年
12
月
に
総
務
省
九
州
総
合
通
信
局
か

ら
予
備
免
許
の
交
付
を
受
け
、
今
年
３
月

か
ら
試
験
放
送
を
行
い
、
４
月
に
開
局
す

る
予
定
で
す
。
局
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
自

然
・
文
化
・
芸
術
を
愛
す
る
放
送
局
」。

こ
だ
わ
っ
た
音
楽
を
中
心
に
、
市
政
情
報

や
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
の
声
を
届
け
て
い
く

そ
う
で
す
。
ま
た
、
同
放
送
局
で
は
、
雇

用
創
出
を
は
じ
め
、
地
域
の
活
性
化
と
と

も
に
、
防
災
広
報
な
ど
ま
ち
づ
く
り
へ
の

寄
与
も
目
指
し
て
い
ま
す
。
開
局
を
楽
し

み
に
待
ち
ま
し
ょ
う
。

地域密着を
目指して

㈱ゆふいんラヂオ局の概要
【コールサイン】JOZZ0BU-FM
【周波数／送信出力】87.4MHz／20W
【本社・所在地】由布市湯布院町川上1272番地175
（由布院空想の森アルテジオ２階）
【演奏所】本社と同じ
【送信所】由布市湯布院町川上字内野東436
【放送区域】旧湯布院町、カバー率は33.7%
  ※インターネット放送により全国で聴取可能

これまでに
お預かりした総額は

18,202,401円（1/31現在）です。
多くのご協力

ありがとうございました。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
放
送
局
が

４
月
開
局
へ

市報ゆふ2012.３◀⑤



挾 間 地 域
月　日 時　間 場　　所

4月9日
（月曜日）

9:30 〜 9:50 高崎自治公民館前

10:10 〜 10:20 山口自治公民館前

10:30 〜 10:40 中台自治公民館前

11:00 〜 11:10 七蔵司自治公民館前

13:30 〜 13:50 サントピア古野公園前

14:00 〜 14:20 古野郷自治公民館前

14:40 〜 14:50 サニータウン挾間公園前

15:00 〜 15:20 喜多里自治公民館前

4月10日
（火曜日）

9:30 〜 9:50 鬼崎自治公民館前

10:00 〜 10:30 鶴田自治公民館前

10:40 〜 11:10 下市自治公民館前

13:30 〜 13:50 阿鉢自治公民館前

14:00 〜 14:10 小野自治公民館前

14:20 〜 14:30 谷中村自治公民館前

14:40 〜 15:00 谷東部自治公民館前

15:10 〜 15:20 生田原自治公民館前

4月11日
（水曜日）

9:30 〜 10:10 北方自治公民館前

10:20 〜 10:50 上市自治公民館前

13:30 〜 13:40 妻ヶ城バス停前

13:50 〜 14:10 石城小学校北側入口前

14:30 〜 14:50 来鉢自治公民館入口

15:00 〜 15:10 北田代自治公民館入口

15:20 〜 15:30 南田代自治公民館前

4月12日
（木曜日）

9:30 〜 9:50 詰自治公民館前

10:00 〜 10:10 朴木自治公民館前

10:20 〜 10:30 時松農事集会所前

13:30 〜 13:40 三船自治公民館前

13:50 〜 14:30 古野自治公民館前

14:40 〜 15:30 医大ケ丘 3 丁目ふれあい公園

4月13日
（金曜日）

9:30 〜 9:50 柏野自治公民館前

10:00 〜 10:20 鬼瀬自治公民館前

10:40 〜 10:50 池ノ上自治公民館前

11:10 〜 11:20 篠原自治公民館前

13:30 〜 13:40 馬見塚光也様宅前

13:50 〜 14:00 海老毛自治公民館前

14:10 〜 14:30 丸田自治公民館前

14:40 〜 15:20 赤野自治公民館前

4月16日
（月曜日）

9:30 〜 9:40 下筒口自治公民館前

9:50 〜 10:00 上筒口自治公民館前

10:10 〜 10:20 酒野自治公民館前

10:30 〜 10:40 山田自治公民館前

13:30 〜 13:50 中恵自治公民館前

14:00 〜 14:20 田ノ小野自治公民館前

14:40 〜 15:00 同尻自治公民館前

15:10 〜 15:40 挾間庁舎旧保健センター前

●予防注射料金 3,000円(年１回)

●登録手数料 　3,000円(犬の一生に１回)

犬の
予防注射と
登録は
お忘れなく

狂犬病予防注射・登録

注意事項
●当日は、犬の首輪をしっかり付け、犬を制御で

きる人が連れて来てください。
●登録済みの飼い主の方には、注射受付票 ( ハガ

キ ) を郵送しますので、必ず持参してください。
●市内在住の方は、都合の良い場所で注射を受け

ることができますが、できるだけ居住町内で受
けてください。

●雨天でも実施します。
●予防注射の前後２〜３日は、激しい運動やシャ

ンプーは控えてください。
●動物病院でも同じ料金で狂犬病予防注射ができ

ます。受けるときは、事前に病院に確認してく
ださい。

問い合わせ

環境課（湯布院庁舎）
　☎0977-84-3111(内線524)
挾間振興局地域振興課商工環境係
　☎097-583-1111(内線1227)
庄内振興局地域振興課商工環境係
　☎097-582-1111(内線118)
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湯 布 院 地 域
月　日 時　間 場　　所

4月17日
（火曜日）

9:30 〜 10:20 温湯区公民館前

10:30 〜 10:40 並柳公民館前

10:50 〜 11:10 湯布院地域振興課 水道係前

13:00 〜 13:20 西石松公民館前

13:30 〜 13:50 山崎地区集会所前

14:00 〜 14:20 川西児童体育館前

14:30 〜 14:40 内徳野公民館前

14:50 〜 15:00 上津々良農民研修センター前

15:10 〜 15:30 鮎川公民館前

4月18日
（水曜日）

9:00 〜 9:30 塚原公民館前

9:50 〜 10:00 若杉公民館前

10:10 〜 10:40 荒木公民館前

10:50 〜 11:10 石光公民館前

13:30 〜 13:40 湯平農民研修センター前

13:50 〜 14:00 湯平ふれあい公園 ( 橋本 )

14:15 〜 14:30 畑グラウンド前

14:40 〜 15:00 下湯平農民研修センター前

15:10 〜 15:20 水地公民館前

15:40 〜 16:20 社会福祉協議会駐車場

庄 内 地 域
月　日 時　間 場　　所

4月19日
（木曜日）

9:00 〜 9:20 柿原公民館前

9:30 〜 9:50 仁瀬の坂三又路

10:00 〜 10:10 加倉バス停前

10:30 〜 10:40 下直野公民館前

10:50 〜 11:00 直野内山公民館前

11:10 〜 11:20 内山観音入口

11:30 〜 11:40 上重公民館前

11:50 〜 12:00 河村商店前 ( 井手下 )

13:50 〜 14:00 高津原三又路

14:10 〜 14:20 栢の木バス停前

14:30 〜 14:40 中村バス停前

14:50 〜 15:00 阿蘇野中央公民館前

4月20日
（金曜日）

9:30 〜 9:50 下武宮天理教前

10:00 〜 10:10 佐藤剛夫様宅前

10:20 〜 10:30 平石農協倉庫前

10:40 〜 10:50 雲取神社

11:10 〜 11:20 和田九州男様宅前 ( 水足 )

11:30 〜 11:40 佐平治精米所前

13:30 〜 13:40 土師政喜様宅前 ( 長野 )

13:45 〜 13:55 上組桜山三又路

14:00 〜 14:10 長野農協倉庫前

14:20 〜 14:30 古長吉男様宅前

14:40 〜 14:50 上山益弘様宅前

庄 内 地 域
月　日 時　間 場　　所

4月20日
（金曜日）

15:00 〜 15:10 甲斐堅市様宅前 ( 猪野 )

15:20 〜 15:30 畑田公民館前

4月23日
（月曜日）

9:30 〜 9:50 由布高校前

10:10 〜 10:20 日吉屋前 ( 龍原 )

10:30 〜 10:40 室小野バス停横

10:50 〜 11:00 五ヶ瀬公民館前

11:10 〜 11:20 大龍西部公民館前

13:20 〜 13:40 庄内体育センター

13:50 〜 14:00 小野屋区民会館

14:10 〜 14:20 五福公民館前

14:30 〜 14:40 内川野

14:50 〜 15:00 庄内庁舎 保健センター前

4月24日
（火曜日）

9:30 〜 9:40 橋爪公民館前

9:50 〜 10:00 西庄内小学校校庭隅

10:10 〜 10:30 東家公民館前

10:40 〜 10:50 瓜生田バス停前

11:00 〜 11:10 庄内公民館前 ( 旧中央公民館 )

13:20 〜 13:30 工藤不二夫様宅前

13:40 〜 13:50 南庄内小学校入口

14:00 〜 14:10 中渕農協旧倉庫前

14:20 〜 14:30 宮崎酒店前

14:40 〜 14:50 上渕消防小屋前

15:00 〜 15:10 星南小学校入口

4月25日
（水曜日）

9:00 〜 9:10 小挾間神社前

9:20 〜 9:30 柚の木バス停前

9:40 〜 9:50 影戸バス停三又路

10:00 〜 10:10 上瀬口バス停前

10:20 〜 10:30 竹の中工芸センター

10:40 〜 10:50 首藤正様宅上四又路 ( 中尾 )

11:00 〜 11:20 久保公民館前

13:30 〜 13:40 蛇口公民館前

13:50 〜 14:10 長宝団地公園

14:20 〜 14:30 櫟木バス停前

14:50 〜 15:00 下櫟木交差点
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■
縦
覧
制
度

　
由
布
市
内
の
他
の
土
地
や
家
屋
の
価
格

と
の
比
較
を
通
じ
て
、
ご
自
分
の
土
地
や

家
屋
の
評
価
が
適
正
か
ど
う
か
を
判
断
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
土
地
お
よ
び
家

屋
の
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
納
税
者
の
皆
さ

ん
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

【
縦
覧
で
き
る
人
】

●
由
布
市
内
に
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い

る
人
で
、
納
税
者
本
人
お
よ
び
納
税
者
か

ら
の
委
任
状
を
持
参
し
た
人
（
土
地
の
納

税
者
は
土
地
の
、
家
屋
の
納
税
者
は
家
屋

の
価
格
を
縦
覧
で
き
ま
す
）

●
納
税
者
と
同
居
の
親
族
お
よ
び
納
税
管

理
人
（
納
税
通
知
書
等
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
）

※
縦
覧
帳
簿
の
コ
ピ
ー
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
納
税
者
本
人
に
つ
い
て
も
「
納
税
通
知

書
」
等
を
持
参
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
確

認
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
免
税
点
未
満
の
人
お
よ
び
、
賦
課
期
日

（
１
月
１
日
）
後
の
新
所
有
者
に
つ
い
て

は
、
縦
覧
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
閲
覧
制
度

　
自
分
の
資
産
に
つ
い
て
固
定
資
産
税
課

税
台
帳
（
名
寄
帳
）
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
借
地
人
・
借
家
人
等
に
対
し
て
も
使
用

ま
た
は
収
益
の
対
象
と
な
る
部
分
に
つ
い

て
の
固
定
資
産
税
の
課
税
内
容
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の

閲
覧
が
で
き
ま
す
。

【
閲
覧
で
き
る
人
】

●
納
税
本
人
お
よ
び
納
税
者
か
ら
の
委
任

状
を
持
参
し
た
人

・
本
人
の
場
合
は
、
納
税
通
知
書
ま
た
は

運
転
免
許
証
等
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
納
税
者
と
同
居
の
親
族
お
よ
び
納
税
管

理
人
に
つ
い
て
も
「
納
税
通
知
書
」
を
持

参
す
れ
ば
閲
覧
が
可
能
で
す
。

●
閲
覧
を
申
請
す
る
際
に
は
、
必
ず
印
か

ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
縦
覧
期
間
中
は
、
名
寄
帳
の
閲
覧
に
限

り
手
数
料
が
無
料
で
す
（
期
間
終
了
後
は

３
０
０
円
か
か
り
ま
す
）
。

●「
土
地
・
家
屋
に
つ
い
て
貸
借
権
そ
の

他
の
権
利
を
有
す
る
人
」
は
、
そ
の
確
認

を
行
う
た
め
関
係
書
類
（
契
約
書
等
）
を

提
示
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
賦
課
期
日
（
１
月
１
日
）
後
の
新
所
有

者
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
期
間
は
、
通
年
で
価
格
等
を
固
定

資
産
課
税
台
帳
に
登
録
を
し
た
旨
を
市
長

が
公
示
し
た
日
（
本
年
は
３
月
31
日
予

定
）
か
ら
、
新
年
度
の
価
格
等
の
閲
覧
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

■
審
査
の
申
し
出

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
（
総
務
課

内
）
に
対
す
る
審
査
申
出
期
間
が
、
価
格

等
を
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
し
た
旨

を
市
長
が
公
示
を
し
た
日
（
４
月
１
日
予

定
）
か
ら
納
税
通
知
書
受
領
後
60
日
ま
で

の
間
に
で
き
ま
す
。

※
平
成
24
年
度
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

は
４
月
11
日
㈬
に
発
送
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
資
産
税
係

　
☎
０
９
７

−

５
８
2

−

１
１
１
１

 

（
内
線
１
３
９
・
１
４
１
・
１
４
３
）

　
縦
覧
期
間
●
４
月
１
日
㈰
～
５
月
１
日
㈫　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
縦
覧
時
間
●
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
縦
覧
場
所
●
税
務
課
（
庄
内
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
地
域
振
興
課
市
民
窓
口
係
（
挾
間
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
地
域
振
興
課
市
民
窓
口
係
（
湯
布
院
庁
舎
）

平
成
24
年
度　

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧

　
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
期

限
内
納
税
を
！

　
納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル

で
す
。

　
特
に
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

は
、
消
費
者
か
ら
の
「
預
か
り
金
的

な
性
格
」
を
有
す
る
税
金
で
す
の
で
、

期
限
内
に
確
実
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　
納
税
資
金
の
準
備
に
あ
た
っ
て
は
、

毎
日
ま
た
は
毎
月
の
売
り
上
げ
の
中

か
ら
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

相
当
す
る
分
を
積
み
立
て
る
な
ど
、

日
ご
ろ
か
ら
納
税
資
金
の
準
備
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
期
限
内
に
納
付
が
な
い
場

合
に
は
本
税
の
ほ
か
、
完
納
の
日
ま

で
の
延
滞
税
も
併
せ
て
納
付
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
納
税
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務
署

に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
大
分
税
務
署　

　
☎
０
９
７

−

５
３
2

−

４
１
７
１

 

（
※
自
動
音
声
案
内
）

個
人
事
業
者
の
方
へ
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高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
と

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ

　平成24年４月１日から、抗がん剤治療など高額な医療費等がかかる場合の
負担を軽減するため、従来の入院療養に加え、外来療養等についても同一医療
機関での同一月の窓口負担を、自己負担限度額までにとどめる取り扱い（現物
給付）が導入されます。
　病院・薬局などの窓口で被保険者証や限度額適用認定証の提示により、所得
区分に応じて取り扱われます。

　平成24年３月31日以前に交付された限度額認定証については記載されてい
る有効期限までの間、外来で高額療養費の現物給付を受けることができるため、
あらためて交付申請する必要はありません。

保険課　国保係　　　　　　　　☎0977-84-3111 （内線333）
　　　　後期高齢者医療係　　　☎0977-84-3111 （内線335）
大分県後期高齢者医療広域連合　☎097-534-1771 （代表）

高額な外来診療受診者 事前の手続き 病院・薬局などで

●70歳未満の方
●70歳以上の非課税世

帯の方（※１）

保険課・地域振興課保
険窓口で「限度額適用
認定証」の交付を申請
してください。

「限度額適用認定証」を
窓口に提示してくださ
い。

●70歳以上75歳未満
で、非課税世帯等で
はない方

必要ありません。 「高齢受給者証」を窓口
に提示してください。

●75歳以上で、非課税
世帯等ではない方 必要ありません。

「後期高齢者医療被保
険者証」を窓口に提示
してください。

（※１）70歳未満の方と70歳以上の低所得者Ⅰ・Ⅱ（世帯の全員が住民税非課税）の方は限度額適
用・標準負担額減額認定証をあわせて提示する必要があります。窓口負担が高額になりそうな
ときは、事前に市役所の担当窓口で申請してください。

●70歳未満の方
所得区分 自己負担限度額（※ ２）

一　　　般 80,100 円 +
（医療費総額－ 267,000 円）× １％

上位所得者 150,000 円＋
（医療費総額－ 500,000 円）× １％

住民税非課税世帯 35,400 円

●70歳以上75歳未満の国民健康保険の方と75歳以上の後期高齢者医療の方
所得区分 外来診療の自己負担限度額（※ ２）

現役並み所得者 44,400 円

一　　　般 12,000 円

低所得者Ⅰ・Ⅱ 8,000 円
（※２）診療が月をまたいだり、複数の医療機関等を受診した場合は、別々に取り扱われます。

問い合わせ
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３月
は自殺対策強化月間です

大切な人の悩みに、気づいてください。

大
切
な
い
の
ち

　
日
本
で
は
自
ら
命
を
絶
つ
人
が
平
成
10
年
以
降
13
年
連
続
で

年
間
３
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
大
分
県
で
は
毎
年
約
３
０
０
人
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
男
性

が
女
性
の
約
３
倍
で
、
50
歳
代
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
殺
未
遂
者
は
自
殺
者
の
10
倍
い
る
と
い
わ
れ
、
さ
ら
に
ひ

と
り
の
自
殺（
自
殺
未
遂
）は
、
周
囲
の
５
～
６
人
に
深
刻
な

心
理
的
影
響
を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
人
の
命
を
自
殺
の
危
機
か
ら
救
う
た
め
に
は
「
自
殺

の
サ
イ
ン
に
気
づ
く
こ
と
」、「
専
門
医
や
相
談
機
関
に
相
談
す

る
こ
と
」、「
温
か
く
支
え
見
守
る
こ
と
」
が
重
要
で
す
。

●
自
殺
の
サ
イ
ン

　
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
も
サ
イ
ン
を

発
し
て
ま
す
。

①
う
つ
病
の
症
状
が
み
ら
れ
る

②
原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
あ
る

③
酒
量
が
増
す

④
安
全
や
健
康
が
保
て
な
い

⑤
仕
事
の
負
担
が
増
す
、
大
き
な
失
敗
、
職
を
失
う

⑥
職
場
や
家
庭
で
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
な
い

⑦
本
人
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の
（
職
、
地
位
、
家
族
、
財

産
な
ど
）
を
失
う

⑧
重
い
病
気
で
悩
ん
で
い
る

⑨
自
殺
を
ほ
の
め
か
す

⑩
自
殺
未
遂
に
及
ぶ

　
も
し
、
身
近
な
人
に
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ン
を
感
じ
た
ら
、
怖

が
ら
ず
に
話
を
聴
い
て
く
だ
さ
い
。
自
殺
を
話
題
に
し
た
だ
け

で
死
に
追
い
込
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
話
を
聴
き
共
感
す
る

こ
と
が
生
き
る
意
欲
に
つ
な
が
り
ま
す
。
十
分
に
話
を
聴
い
た

上
で
、
死
ぬ
こ
と
以
外
の
選
択
肢
に
つ
い
て
話
題
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
自
殺
の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
医
師
や
保
健
師
な

ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

由布市民講演会「心の健康講座」
●日　時　３月27日㈫ 午後１時30分～午後３時
●場　所　湯布院コミュニティセンター　　大ホール
●対象者　由布市民、関係福祉団体等
●演　題 「自殺者の現状と地域の役割」
　　　　　講師：大分県立看護科学大学     教授　影山隆之  先生
●問い合わせ　健康増進課（湯布院庁舎）　☎0977-83-1111（内線365）

相談機関
大分いのちの電話 こころの電話

☎097-536-4343
（年中無休、24時間対応）
☎0120-738-556

（受付：午前８時～翌日午前８時）

大分県こころとからだの相談支援センター
☎097-542-0878

（受付時間：平日午前９時～正午・午後1時～午後4時）
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肝
炎
治
療
に
対
す
る

医
療
費
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

　
大
分
県
で
は
、
肝
炎
治
療
を
受
け
ら
れ
る
方
を
対
象
に
医
療
費
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
対
象
医
療

①
Ｂ
型
、
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療

 

（
根
治
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
）

②
Ｂ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
対
す
る
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
治
療

●
助
成
内
容

　
自
己
負
担
額
が
、
世
帯
の
所
得
に
応
じ
、
月
額
１
万
円
ま
た
は
２
万
円
に
軽
減

さ
れ
ま
す
。
対
象
者
は
大
分
県
内
に
住
民
票
を
有
す
る
方
、
対
象
と
な
る
医
療
は

保
険
適
用
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。
助
成
期
間
は
、
原
則
１
年
以
内

で
す
が
、
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
治
療
に
つ
い
て
は
、
医
師
が
治
療
の
継
続
が
必
要

と
認
め
る
場
合
、
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
手
続
き　
お
近
く
の
保
健
所
に
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
必
要
書
類
】

①
交
付
申
請
書
（
申
請
所
は
保
健
所
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
）　
②
医
師
の
診

断
書　
③
健
康
保
険
者
証
等
の
写
し　
④
世
帯
の
全
員
の
住
民
票
の
写
し　
⑤
世

帯
の
全
員
に
つ
い
て
市
町
村
民
税
（
所
得
割
）
課
税
年
額
を
証
明
す
る
書
類

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無
料
検
査
に
つ
い
て

　
大
分
県
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
早
期
発
見
等
を
促
進
す
る
た
め
、
保
健
所

お
よ
び
医
療
機
関
で
Ｂ
型
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
無
料
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

●
対
象
者　
今
ま
で
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
で
あ
っ
て
、

健
康
増
進
事
業
な
ど
に
よ
る
検
査
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
方
（
詳
し
く
は
、
保
健

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

●
受
診
方
法　
①
最
寄
り
の
保
健
所
で
受
診
す
る
方
法
（
由
布
保
健
部
は
除
く
）

　
　
　
　
　
　
②
お
近
く
の
医
療
機
関
で
受
診
す
る
方
法

●
手
続
き　
①
保
健
所
の
場
合
は
、
事
前
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

②
医
療
機
関
の
場
合
は
、
保
健
所
が
発
行
す
る
「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
受
診
票
」
が
必
要
で
す
。
最
寄
り
の
保
健
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問い合わせ◆大分県健康対策課 ☎097-506-2674　大分県中部保健所 ☎097-582-0660
大分県庁ホームページ　http://www.pref.oita.jp/soshiki/12200/kanen.html 

　現在、由布市国保では、特定健診を受けた後に生活習慣病のリスク（危険性）が高い方を中心
に、市の保健師や栄養士による特定
保指導を行っています。平成22年度
では200人以上の方が、特定保健指
導を利用してくださいました。

　平成22年度に、保健師による積極的支援を利用してくださった方の65％の方が体重を減らすこ
とができており、次年度の健診結果では、約半分の方が生活習慣病のリスクが中程度以下に改善し
ました。保健師は、皆さんの健康のアドバイザーです。ぜひ、保健指導を利用してください。利用
料は無料です。

問い合わせ●保険課（湯布院庁舎）　☎0977-84-3111（内線332）

由布市　国民健康保険に加入されている皆さまへ

健康診断後の保健指導を利用してください

病院や地区での特定健康診査

生活習慣病のリスクが中程度
動機づけ支援

生活習慣病のリスクが高い
積極的支援

生活習慣病のリスクが低い
情報提供

積極的支援利用者の体重変化

減少
65％

減少
70％

改善
57％維持

17％

悪化
26％

増加
35％

増加
30％

積極的支援利用者の腹囲変化 積極的支援利用者のＨｂＡ1c
（血糖の状態）変化
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中学校
卒業前までの
お子さんを
持つ方へ 

昨
年
10
月
か
ら
の
「
子
ど
も
手
当
」
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

３
月
末
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、
10
月
分
か
ら
の
手
当
を
受
給
で
き
ま
す
。

３
月
末
ま
で
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
！！  

■
平
成
23
年
10
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当
を
受
け
取
る
た
め
に
は

　
10
月
よ
り
前
に
受
け
取
っ
て
い
た
方
も
含
め
、
対
象
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
方
は
す
べ
て
、

市
役
所
へ
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
へ
申
請
）

　

申
請
期
限
は
３
月
末
で
す
。

※
３
月
31
日
は
土
曜
日
の
た
め
閉
庁
で
す
の
で
、
前
日
の
30
日
㈮
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
期
限
ま
で
に
申
請
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
は
、
手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
！

※
ご
注
意
く
だ
さ
い
！　
次
の
方
は
申
請
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

　
（
３
月
ま
で
に
申
請
し
て
も
遡
っ
て
受
け
取
れ
ま
せ
ん
）

●
10
月
以
降
に
他
の
市
町
村
へ
転
居
し
た
方　
●
10
月
以
降
に
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
方

　
申
請
が
遅
れ
る
と
、
遅
れ
た
分
の
手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
速
や
か
に
（
15
日
以
内
）
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支
援
課
（
湯
布
院
庁
舎
）　
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１

　

女
性
は
、
思
春
期
、
妊
娠
・
出
産
期
、
更
年
期
、
老
年
期
と
生
涯

を
通
じ
て
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
変
動
し
、
そ
の
影
響
で

心
と
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
生
じ
ま
す
。
健
康
で
明
る
く
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
す
た
め
に
は
、
自
分
の
体
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

女
性
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
明
る
く
、
充
実
し
た
日
々
を
自
立
し
て
過
ご
す
こ
と
を
総
合

的
に
支
援
す
る
た
め
、
毎
年
3
月
1
日
か
ら
3
月
8
日
ま
で
を
「
女
性
の
健
康
週
間
」
と
し
て
、

女
性
の
健
康
づ
く
り
を
全
国
で
国
民
運
動
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
健
康
診
断

　

19
歳
～
39
歳　

地
区
の
健
診
（
由
布
市
は
自
己
負
担　

１
，０
０
０
円
）

　

40
歳
～
74
歳　

保
険
者
の
指
定
健
診
機
関
（
自
己
負
担
は
保
険
者
で
異
な
る
）

　

75
歳
以
上　
　

後
期
高
齢
者
医
療
の
指
定
の
機
関
（
無
料
）

●
女
性
特
有
の
が
ん

　

19
歳
以
上
の
方
は
地
区
の
検
診
で
受
け
ら
れ
ま
す
。（
自
己
負
担
１
，０
０
０
円
）

●
子
宮
頸
が
ん
検
診　

20
歳
以
上
の
方
は
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
乳
が
ん
検
診（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
） 

40
歳
以
上
の
方
は
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
24
年
度
の
健
診
（
検
診
）
日
程
は
４
月
の
自
治
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２
年
に
１
度
は

検
診
を
！

１
年
に
１
度
は

検
診
を
！

はじめまして！！ヘルスアップリーダーです。
皆さんの健康応援団（運動編）です。　

今年は、4地区（大龍東部2区・
蛇口・畑田・五福）で行いました。
これからも地区へ行きたいです。

ヘルスアップリーダーって？
　ヘルスアップリーダーとは、平成19年度から由布市が日常生活の中で運動習慣を取り入れた健康づくりの普
及啓発を行うボランティアのことです。現在ヘルスアップリーダー養成講座の卒業生は、『サンクラブ』とし
て、介護予防教室やアクティブヘルス教室・地域で、自分たちの学んできた運
動についての基礎知識や運動実技の伝達等を行い活動を深めています。現在の
登録人数は35人です。

皆さん、一緒に体操をして体を動かしませんか？地区の集まりなどに出向きます。ぜひ声をかけてください。

は

ゆ

しま

いん

う区

区

い 区さ

ふ

ょ地

地

な 地

今年度は寿大学でタオル体操したり、
老人会で歌にあわせた体操やかんたん
英会話などで楽しい時間を過ごしまし
た。皆さんに笑顔をお届けします。気
軽に声をかけてください。

　健康増進課
　　☎0977-84-3111
　庄内保健センター
　　☎097-582-1111
　挾間健康センター
　　☎097-583-1111

●
問
い
合
わ
せ
●

応援してね＾＾

女
性
の
健
康
を
考
え
ま
し
ょ
う
！！
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■
補
助
対
象

・
個
人
専
用
住
宅

の
新
築
や
ト
イ

レ
の
改
造
な
ど
を

行
い
、
合
併
処
理
浄

化
槽
を
設
置
す
る
人

・
由
布
市
内
に
住
所
が
あ

る
人
、
ま
た
は
市
外
者
で

完
成
後
住
所
変
更
で
き
る
人
。
（
来
年

２
月
末
ま
で
に
設
置
完
了
予
定
の
人
）

・
店
舗
な
ど
の
併
用
住
宅
は
、
延
べ
床
面

積
の
２
分
の
１
以
上
が
居
住
用
で
あ
る

こ
と
。

㊟
補
助
期
間
内
に
工
事
完
了
が
で
き
な
い

場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

㊟
販
売（
別
荘
を
含
む
）も
し
く
は
賃
貸
の

目
的
で
住
宅
を
建
設
す
る
場
合
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
申
請
の
手
続
き
方
法

・
環
境
課
ま
た
は
、
挾
間
・
庄
内
庁
舎
地

域
振
興
課
窓
口
で
申
請
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
書
は
環
境
課
ま
た
は
、
挾
間
・
庄

内
庁
舎
地
域
振
興
課
窓
口
に
用
意
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
由
布
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

 

「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
を
設
置
す
る
家
庭
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
す
る

た
め
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
受
付
期
間

　
4
月
2
日
㈪
～
12
月
28
日
㈮

㊟
た
だ
し
、
予
算
の
範
囲
を
超
え
る
時
点
で

終
了
と
な
り
ま
す
。

㊟
浄
化
槽
を
設
置
す
る
前
に
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
申
請
前
に
設
置
し
た
浄
化

槽
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
額

・
5
人
槽
相
当　
３
３
２
，０
０
０
円

・
7
人
槽
相
当　
４
１
４
，０
０
０
円

・
10
人
槽
相
当　
５
４
８
，０
０
０
円

㊟
11
人
槽
以
上
に
つ
い
て
は
、
10
人
槽
の
補

助
額
で
打
切
り
と
し
ま
す
。

※
合
併
処
理
浄
化
槽
と
は
、
し
尿
と
生
活
排
水
を

処
理
す
る
浄
化
槽
で
あ
り
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
除
去
率
90

％
以
上
か
つ
放
流
水
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
20
㎎
／
Ｌ
（
日

間
平
均
値
）
以
下
の
機
能
を
有
す
る
も
の

■
問
い
合
わ
せ

　
湯
布
院
庁
舎　
環
境
課

　
　

☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１

 　
（
内
線
５
２
4
）

　
挾
間
庁
舎　
地
域
振
興
課

　
　

☎
０
９
７
ー
５
８
３
ー
１
１
１
１

 　
（
内
線
１
２
２
4
）

　
庄
内
庁
舎　
地
域
振
興
課

　
　

☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
１
１
１

 　

（
内
線
１
１
７
）

「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
設
置
補
助
金

申
請
の
受
付
開
始

平成24年度 

環境カレンダー ４月は何の月？
４
月
15
日
㈰
～
５
月
14
日
㈪　
み
ど
り
の
月
間

　
「
み
ど
り
」
に
つ
い
て
国
民
の
造
詣
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
期
間
中
に
は
、
国
公
立
公
園
の
無
料
開
放
や
み
ど
り
の
式
典
、
地
方

自
治
体
に
よ
る
緑
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
全
国
で
行
わ
れ
ま
す
。

４
月
22
日　
ア
ー
ス
デ
ー
（
地
球
の
日
）

　
地
球
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
日
と
し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

新
緑
の
美
し
い
季
節
に
な
り
ま
す
。
由
布
市
の
豊
か
な
自
然
に
目
を
向
け
、

み
ど
り
を
楽
し
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
２
０
０
１
年
の
４
月
か
ら
グ
リ
ー
ン
購
入
法
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
購
入
っ
て
な
に
？

①
商
品
を
買
う
時
に
、
そ
れ
が
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
考
え
る
。

②
価
格
や
品
質
だ
け
で
な
く
、
環
境
の
こ
と
を
考
え
る
。

③
環
境
に
与
え
る
負
荷
が
で
き
る
だ
け
小
さ
い
商
品
を
選
ぶ
。

※
ど
の
商
品
が
環
境
に
良
い
か
わ
か
ら
な
い
！
と
い
う
と
き
は
、

「
エ
コ
マ
ー
ク
」
や
「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
」
な
ど
の
環
境
ラ
ベ
ル

が
つ
い
た
も
の
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

④
環
境
負
荷
の
低
減
に
努
め
る
事
業
者
か
ら
優
先
し
て
購
入
す
る
。

　
新
生
活
の
は
じ
ま
る
４
月
、
生
活
用
品
を
買
う
と
き
に
は
環
境

に
や
さ
し
い
も
の
を
選
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
用
の
種
」
を
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

　
２
月
号
に
引
き
続
き
、
朝
顔
等
の
種
を
募
集
し
ま
す
。

　
小
学
校
や
幼
稚
園
で
の
緑
の
カ
ー
テ
ン
用
に
、
種
を
お
譲
り
く
だ
さ
い
ま
せ

ん
か
？

　
ご
協
力
く
だ
さ
る
方
は
、
環
境
課（
湯
布
院
庁
舎
）か
、
地
域
振
興
課
商
工
環

境
係（
庄
内
・
挾
間
庁
舎
）へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
・
種
送
付
先
】
環
境
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
〒
８
７
９

－

５
１
９
２　
由
布
市
湯
布
院
町
川
上
３
７
３
８

－

１

　

☎
０
９
７
７

−

８
４

−

３
１
１
１
（
内
線
５
２
４
）

エコマーク グリーンマーク
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　市内の高校生が通学のためにシャトル
バスやスクールバスをいつも利用する場
合、通学乗車証（定期券）により月額往復
4,000円（片道2,000円）の利用料で乗車
することができます。
　通学乗車証の申し込みやお問い合わせは、
中高一貫教育推進課までおたずねください。

由
布
市
奨
学
会
奨
学
生
募
集

■
対
象
者

　
保
護
者
ま
た
は
世
帯
主
が
一
年
以
上
由
布
市
に
在
住
し
て
い
る
人
の
お
子
さ
ん
で
、
高

校
、
高
専
、
大
学
、
短
大
ま
た
は
専
門
学
校
に
在
学
し
、
優
秀
な
資
質
を
有
し
、
経
済
的

理
由
に
よ
り
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
人

■
貸
与
金
額
（
月
額
）

　
高
校（
高
専
）奨
学
生
…
…
…
…
1
万
2
千
円

　
大
学（
短
大
、
専
門
）奨
学
生
…
2
万
円

　
※
6
月
と
10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
6
ヵ
月
分
を
振
込
み
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
4
月
9
日
㈪
～
5
月
11
日
㈮

　

 

※
募
集
期
間
終
了
後
に
選
考
を
行
い
、
奨
学
生
を
決
定
し
ま
す
。

■
願
書（
申
請
書
）配
布
場
所

　
教
育
総
務
課（
湯
布
院
庁
舎
）・市
民
課
窓
口（
庄
内
庁
舎
）・地
域
振
興
課
窓
口（
挾
間
庁
舎
）

■
問
い
合
わ
せ　
由
布
市
教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１ （
内
線
２
３
５
）

※
本
奨
学
金
は
貸
与
制
に
な
り
ま
す
。
貸
与
期
間
終
了
後
、
償
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小
中
学
校
就
学
援
助
の
お
知
ら
せ

　

由
布
市
で
は
、
お
子
さ
ま
を
小
中
学
校
へ
就

学
さ
せ
る
の
に
経
済
的
理
由
で
お
困
り
の
ご
家

庭
に
対
し
て
、
学
用
品
費
、
給
食
費
等
の
一
部

を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る
「
就

学
援
助
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕　
由
布
市
教
育
委
員
会　
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１ （
内
線
２
４
３
）

高校生のシャトルバス・
スクールバスの利用について

通学乗車証様式

●問い合わせ●
中高一貫教育推進課

☎0977-84-3111（内線227）

　

県
で
は
、
環
境
緑
化
運
動
を
推
進
す
る
中
で
、
３
月
を
「
緑

化
推
進
強
化
月
間
」
と
定
め
、
市
民
の
緑
化
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
緑
化
木
苗
木
の
配
布
を
し
て
い
ま
す
。

　

由
布
市
で
も
次
の
と
お
り
無
料
配
布
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
苗
木
配
布
日　

3
月
23
日
㈮ 

午
前
9
時
30
分
よ
り

◆
配
布
場
所　

挾
間
庁
舎
・
庄
内
庁
舎
・
湯
布
院
庁
舎

※
配
布
樹
種
と
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
地
域
の
担
当
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

環
境
課　

湯
布
院
庁
舎　

☎
０
９
７
７-

８
４-

３
１
１
１
（
内
線
５
２
2
）

挾
間
振
興
局
地
域
振
興
課　

商
工
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
７-

５
８
３-

１
１
１
１
（
内
線
１
２
２
4
）

庄
内
振
興
局
地
域
振
興
課　

商
工
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
７-

５
８
２-

１
１
１
１
（
内
線
１
１
7
）

【
問
い
合
わ
せ
】

平成

24
年度

春
期
環
境
緑
化
用
樹
木
配
布
の
お
知
ら
せ
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みんなに愛されて20年

由布院美術館閉館

　

由
布
市
湯
布
院
町
に
あ
る
、
放
浪
の
詩

人
画
家
佐
藤
渓
の
作
品
を
取
り
扱
っ
た
由

布
院
美
術
館
（
高
橋
鴿は

と
こ子
館
長
）
が
、
多

湿
気
候
に
よ
る
作
品
損
傷
の
た
め
、
３
月

31
日
に
閉
館
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

由
布
院
美
術
館
は
、
佐
藤
渓
作
品
散
逸

を
防
ぐ
た
め
に
佐
藤
美
術
館
の
作
品
を
譲

り
受
け
た
高
橋
館
長
が
、
平
成
３
年
７
月

に
由
布
院
美
術
館
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。

以
来
20
年
間
、
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
の
展
覧
会
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ

番
組
「
日
曜
美
術
館
」
で
紹
介
さ
れ
る
な

ど
、
徐
々
に
由
布
院
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
佐
藤
渓
の
作
品
展
示
だ
け
で
な
く
、

万
華
鏡
や
人
形
浄
瑠
璃
の
公
演
な
ど
も
行

い
ま
し
た
。

 

「
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
っ
て
、
楽
し

い
美
術
館
を
目
指
し
た

い
と
思
っ
て
、
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し

た
。
」
と
話
す
高
橋
館

長
。
佐
藤
渓
美
術
館
で

佐
藤
渓
の
作
品
を
見
て

大
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
高

橋
館
長
は
佐
藤
渓
の
家

族
か
ら
作
品
を
譲
り
受

け
た
と
き
、
多
く
の
人
に
佐
藤
渓
の
作
品

を
見
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

由
布
院
美
術
館
を
創
設
し
た
そ
う
で
す
。

高
橋
館
長
は
こ
の
20
年
間
を
振
り
返
っ
て

「
日
本
の
一
流
の
美
術
館
で
展
覧
会
が
で

き
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
お
か
げ
で
、
多
く
の
方
々
に
佐

藤
渓
を
知
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
が
う
れ
し

い
で
す
ね
。
」
と
感
慨
深
く
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
閉
館
後
の
由
布
院
美
術
館
に
つ
い

て
、
「
こ
の
建
物
は
由
布
院
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
造
り
ま
し
た
。
閉
館
後
は
ど
う
い
う

風
に
な
る
か
は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

で
き
れ
ば
建
物
は
残
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
」
と
美
術
館
へ
の
愛
着
を
話

し
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
閉
館
が
決
定
し
、
現
在
最
後

の
展
覧
会
と
な
る
「
佐
藤
渓
・
旅
立
ち
の

時
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
（
３
月
31
日

ま
で
開
催
）
。
閉
館
後
、
佐
藤
渓
の
作
品

は
、
別
府
に
あ
る
聴

ち
ょ
う
ち
ょ
う
か
く

潮
閣
高
橋
記
念
館

（
登
録
有
形
文
化
財
）
に
移
さ
れ
る
予
定

で
す
。

▲施設内には足湯もあり、観光
客に人気でした。

由布院盆地をイメージした由布院美術館

▲作品の展示だけでなく、人形浄
瑠璃などの舞台にもなりました。

▲由布岳を背景に、ゆったりく
つろげるスペース

▲由布院美術館創設にも携わっ
た高橋館長

▲全国を放浪して描いた、佐藤渓の作品たち

みんなに愛されて20年

由布院美術館閉館
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ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
地
域
・
指
導
活
動
な
ど
を
行
う
５
人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の

団
体
や
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
し
た
保
険
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
が
安
心
し
て
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

【
受
付
期
間
】　
平
成
24
年
3
月
1
日
㈭
〜
平
成
25
年
3
月
29
日
㈮

【
保
険
期
間
】　
平
成
24
年
4
月
1
日
㈰
〜
平
成
25
年
3
月
31
日
㈰

※
加
入
依
頼
書
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
湯
布
院
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）
お

よ
び
各
公
民
館
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
と
掛
金
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　

 

☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１
（
内
線
５
５
３
・
５
５
４
）

　

２
月
１
日
、
株
式
会
社
マ
ル
ミ
ヤ
ス
ト

ア
か
ら
、
レ
ジ
袋
の
収
益
金
と
し
て
金

２
０
０
，
０
０
０
円
が
市
へ
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。
マ
ル
ミ
ヤ
ス
ト
ア
挾
間
店
の
甲
斐

善
行
店
長
と
、
庄
内
店
の
戸
髙
隼
人
店
長

よ
り
「
地
域
の
方
々
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

我
々
も
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き

た
い
。
」
と
目
録
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

首
藤
市
長
は
「
市
民
の
た
め
に
有
効
活
用

し
て
い
き
た
い
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

寄
付
の
お
礼

「83歳以上」の水彩画作品の募集
　東勝吉賞水彩画公募展実行委員会では83歳以上で制作された作品（国籍や職業不問）を募集し
ています。東勝吉氏は、日田市で生まれ木こりとして長年働いた後、湯布院町にある特別養護老
人ホーム温

ぬ く み え ん

水園で83歳から絵筆を取り99歳で亡くなるまで100点以上の作品を描きあげた方で
す。このすばらしい絵との出会いが「83歳からでも輝く」可能性をあらためて思い知らされたの
がきっかけです。

● 募集期限　６月30日㈯　　　● 出品料　3,000円
● 申込方法　直接、東勝吉賞水彩画公募展実行委員会へ申込書と出品料を添えて
　 　　　　　申し込むか、現金書留で郵送してください。
● 開催日程　９月１日㈯～10月２日㈫
● 開催場所　由布院駅アートホールほか　※入場無料
● 応募用紙設置場所　商工観光課、地域振興課（庄内・挾間庁舎）、湯布院公民館、
　　　　　　　　　　 庄内公民館、はさま未来館
● 申込先・問い合わせ　東勝吉賞水彩画公募展実行委員会
　　　　　　　　　　　 ☎0977－85－3373　担当：丸山

（NPO法人 由布院アートストッック）
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問
い
合
わ
せ

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人

賠
償
を
目
的
と
し
て
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加

入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
（
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
）
、
自
賠
責
保

険
・
共
済
な
し
で
の
運
行
は
法
令
違
反
で
す
。

　

四
輪
車
だ
け
で
な
く
、
特
に
車
検
制
度
の
な
い
２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ

ク
（
原
動
機
付
自
転
車
・
二
輪
の
軽
自
動
車
）
は
、
有

効
期
限
切
れ
や
か
け
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

自
賠
責
保
険
の
詳
細
は
各
保
険
会
社
ま
た
は
下
記

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　

第
九
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　

４
月
２
日
ま
で
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　

請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
第
九
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
亡
く
な
る
な
ど
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
21
年
４
月
１

日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
お
け
る
、
次

の
順
番
に
よ
る
ご
遺
族
お
一
人
。

　

額
面
24
万
円
、
6
年
償
還
の
記
名
国
債

　

請
求
が
済
ん
で
い
な
い
対
象
者
は
、
市
役
所
福
祉
対
策
課
ま
た
は
各
庁
舎
の
地
域
振

興
課
福
祉
対
策
係
で
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
必
要
書
類　

請
求
書
等
は
福
祉
対
策
課
ま
た
は
地
域
振
興
課
福
祉
対
策
係
に
備
え
て

い
ま
す
。

●
添
付
書
類　

請
求
者
の
支
給
順
位
等
で
異
な
り
ま
す
の
で
、
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　
　

●
請
求
期
限　

４
月
２
日
㈪

福
祉
対
策
課
（
湯
布
院
庁
舎
）　
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１

１
．
平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権

を
取
得
し
た
方

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
（
平
成
21
年

4
月
1
日
に
お
い
て
遺
族
以
外
の
方
と
婚
姻
し
た
こ
と
に
よ
り
姓
が
変
わ
っ
て
い
る
方
ま

た
は
遺
族
以
外
の
方
と
養
子
縁
組
を
し
て
い
る
方
は
除
か
れ
ま
す
。
）

４
．
上
記
３
．
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
．
上
記
１
．
か
ら
４
以
外
の
３
親
等
内
の
親
族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
1
年

以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
）

　

湯
布
院
庁
舎
前
（
由
布
院
小
学
校
側
）
の

歩
道
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

工
事
に
伴
い
、歩
道
を
撤
去
し
て
い
ま
す
。

歩
行
者
の
方
は
警
備
員
の
誘
導
に
よ
り
ご
通

行
く
だ
さ
い
。
車
の
方
は
最
徐
行
で
の
通
行

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

工
事
中
は
、ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
工
事
期
間
） 

２
月
13
日
㈪
～
約
２
ヵ
月
間

　
（
工
事
時
間
） 

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　
（
規
制
内
容
） 

工
事
中
）
車
道
片
側
通
行
止
め

 
 

終　

日
）
歩
道
全
面
通
行
止
め
（
小
学
校
側
）

！注意
市
道
乙
丸
線

歩
道
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
有
効
期
限
は

大
丈
夫
で
す
か
？

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

支
給
対
象
と
な
る
方

支
給
内
容

自賠責保険ポータルサイト http://www.jibai.jp
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市政だより

３月15日㈭ ３歳児健診
（13：00～ ゆふいん子育て支援センター）

４月 5日㈭ ポリオ予防接種
（13：30～ コミュニティセンター）

４月19日㈭ ポリオ予防接種
（13：30～ コミュニティセンター）

健 康 カ レ ン ダ ー

挾 間

庄 内

湯布院

休日在宅当番医
●内科・外科医

3/11 秋吉医院（湯布院）
☎0977-86-2241

3/18 森本整形外科クリニック（挾間）
☎097-586-3700

3/20 おざきホームケアクリニック医院（庄内）
☎097-582-0013

3/25 佐藤医院（庄内）
☎097-582-3131

4/ 1 南由布クリニック（湯布院）
☎0977-85-5245

4/ 8 さとう消化器・大腸肛門クリニック（挾間）
☎097-583-8050

4/15 足立クリニック（湯布院）
☎0977-28-2226

●歯科医

3/11 かわかみ歯科（挾間）
☎097-586-3418

4/ 8 フォレストデンタルクリニック（湯布院）
☎0977-85-4747

３月 9日㈮ 幼児健診
（13：15～ 庄内保健センター）

４月20日㈮ ポリオ予防接種
（13：30～ 庄内保健センター）

●問い合わせ
　保険課国保年金係　☎0977-84-3111　　大分年金事務所　☎097-552-1211

おしえて ! 国民年金
ご存じですか？

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」

　本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」が
あります。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学
校、専修学校および各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在
学する方です。また、夜間・定時制課程や通信制課程の方も含まれますので、ほとんどの学生の
方が対象となります。
　学生納付特例の承認期間は４月から翌３月までとなりますが、次の年度も在学予定である場合、
４月初めに再申請の用紙が送られてきますので、引き続き学生であれば、必要事項を記入の上ご
返送ください。
　また、学生でない３０歳未満の方の場合には、本人および配偶者の所得が一定額以下の場合に、
国民年金保険料の納付が猶予される「若年者納付猶予制度」があります。

３月14日㈬ １歳６ヵ月児健診
（13：15～ 挾間健康センター）

３月28日㈬ ４～５ヵ月児健診
（13：30～ 挾間健康センター）

４月 4日㈬ ポリオ予防接種
（14：00～ 挾間健康センター）

４月12日㈭ １歳６ヵ月児健診
（13：15～ 挾間健康センター）

４月18日㈬ ポリオ検診
（14：00～ 挾間健康センター）

ちびっこ広場 (9:30～11:30 挾間健康センター)
３月９日・16日・23日・30日、４月６日・16日・20日
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教えて! 甲斐指導員
畑の準備と春野菜の種まきの時期です。

◆
問
い
合
わ
せ　

農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）

　

☎
０
９
７

−

５
８
３

−

１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
９
）

市政だより

　

堆
肥
な
ど
改
良
資
材
の
投
入
は
定
植
1
ヵ
月
前
ま
で
に
行
い
ま
す
。
未
熟

な
堆
肥
の
場
合
は
弊
害
を
招
く
の
で
窒
素
質
資
材
を
投
入
し
醗
酵
を
促
進
さ

せ
畑
に
馴
じ
ま
せ
ま
す
。

　

3
月
は
春
夏
野
菜
の
種
を
ま
く
時
期
で
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日

が
続
く
の
で
、
定
植
す
る
ま
で
は
育
苗
ハ
ウ
ス
や
温
室
な
ど
の
温
度
が
保
て

る
場
所
が
必
要
で
す
。
春
夏
野
菜
の
多
く
は
、
発
芽
と
育
苗
期
間
に
は
20
℃

～
30
℃
を
必
要
と
し
ま
す
。
寒
の
厳
し
い
地
域
で
は
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
二
重

に
被
覆
し
温
度
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
種
ま
き
で
き
る
野
菜
は
ト
マ
ト
、
ナ

ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ス
イ
カ
な
ど
。
畑
へ
の
直
播
で
は
ダ
イ
コ
ン
、

ニ
ン
ジ
ン
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

<

タ
マ
ネ
ギ>

　

曇
雨
天
の
日
が
続
く
と
白
色
疫
病
、
べ
と
病
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

畝
の
排
水
を
よ
く
し
、
被
害
株
は
必
ず
圃
場
の
外
に
持
ち
出
し
処
分
し
ま

し
ょ
う
。

<

サ
ト
イ
モ>

　

早
生
品
種
は
芽
だ
し
作
業
を
行
い
ま
す
。
苗
床
を
作
り
ト
ン
ネ
ル
被
覆
し

て
温
度
30
℃
位
に
保
ち
ま
す
。

<

ネ
ギ>

　

種
ま
き
で
き
ま
す
が
、
ト
ン
ネ
ル
被
覆
が
必
要
で
す
。

　

先
月
号
で
植
え
方
は
説
明
し
ま
し
た
が
、
今
月
は
品
種
の
説
明

を
し
ま
す
。

●
男
爵
…
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
い
え
ば
男
爵
と
言
う
ほ
ど
一
般
的
で
有
名
で
、
ホ
ク
ホ

ク
感
の
良
い
品
種
で
す
。
し
か
し
、
煮
く
ず
れ
し
や
す
い
の
で
煮
物
に
は
向
き

ま
せ
ん
。

●
メ
ー
ク
イ
ン
…
ね
っ
と
り
感
の
あ
る
煮
く
ず
れ
し
に
く
い
品
種
。
カ
レ
ー
や
シ

チ
ュ
ー
に
最
適
。
男
爵
よ
り
長
い
。

●
キ
タ
ア
カ
リ
…
別
名
「
栗
ジ
ャ
ガ
」
と
呼
ば
れ
、
甘
味
が
強
く
ホ
ク
ホ
ク
感
が

あ
り
食
味
は
良
好
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
カ
ロ
テ
ン
が
豊
富
。
デ
ン
プ
ン
含
量
が
多

い
の
で
煮
く
ず
れ
し
や
す
い
の
が
難
点
。

●
シ
ン
シ
ア
…
卵
形
の
形
状
。
皮
が
む
き
や
す
く
、
煮
く
ず
れ
も
し
な
い
た
め
調

理
が
し
や
す
い
。
ま
た
、
貯
蔵
性
に
優
れ
て
い
る
の
で
人
気
が
あ
る
。

●
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ
ー
…
覆
面
レ
ス
ラ
ー
の
よ
う
な
外
観
。
表
皮
は
赤
い
が
ね
っ
と

り
し
た
食
感
。
栄
養
価
が
高
く
甘
み
も
強
い
。
多
収
性
で
作
り
や
す
い
と
評
判
。

●
イ
ン
カ
の
ひ
と
み
…｢

イ
ン
カ
の
め
ざ
め｣

か
ら
選
抜
し
た
品
種
。
ナ
ッ
ツ
に
似

た
食
感
と
鮮
や
か
な
黄
肉
質
を
受
け
継
ぎ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
思
わ
せ
る
甘
さ
と

風
味
、
滑
ら
か
な
舌
触
り
。
と
に
か
く
美
味
し
い
高
級
種
。
や
や
小
玉
な
の
が

欠
点
。

ジャガイモのおススメ品種

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
展
作
品
募
集

第
23
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

◆
募
集
方
法　

ハ
ガ
キ
に
よ
る
公
募
と
し
、
シ
ル
バ
ー
作
品
展
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
ま
す
。

⑴
募
集
部
門　

短
歌
、
俳
句
、
川
柳（
川
柳
の
み
課
題
を
設
け
ま
す
。
）

⑵
募
集
期
限　

3
月
30
日
㈮ 

※
当
日
の
消
印
有
効

⑶
応
募
資
格　

大
分
県
在
住
の
60
歳
以
上（
昭
和
28
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

⑷
応
募
規
程　

ア　

未
発
表
作
品
。
1
人
に
つ
き
短
歌
を
1
首
、
俳
句
を
2
句
、
川
柳
を
2
句
ま
で
。

　
　

た
だ
し
、
川
柳
は
課
題
を
設
け
、「
染
ま
る
」
と
し
ま
す
。

イ　

応
募
は
ハ
ガ
キ
を
用
い
て
各
部
門
別
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
必
ず
楷
書
で
記
載
す
る
こ
と
と
し
、
読
み
に
く
い
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を
つ
け
る
こ
と
。

　

・
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
を
つ
け
る
こ
と
）、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番
号
、
所
属

（
団
体
名
）を
明
記
す
る
こ
と
。

　
　

※
な
お
、
氏
名
に
筆
名
を
使
用
す
る
場
合
は
、
本
名
も
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
表
彰　

⑴
各
部
門
別
に
入
選
作
品
15
点
を
表
彰
し
ま
す
。

　
　
　

⑵
そ
の
他
、
最
高
齢
者
賞（
男
・
女
各
1
人
）を
授
与
し
ま
す
。
※
過
去
の
受
賞
者
は
除
く
。

◆
参
加
費　

無
料

◆
応
募
先　

応
募
希
望
者
は
、
各
庁
舎
福
祉
対
策
係
に
用
意
し
て
い
る
応
募
用
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
大
会
事
務
局
ま
で
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

福
祉
対
策
課
福
祉
係　

☎
０
９
７
７−

８
４−

３
１
１
１
（
内
線
３
１
4
）

　

近
年
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
（
ス
ク
ミ

リ
ン
ゴ
ガ
イ
）
の
被
害
が
ま
た
報
告
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
農
政
課
で

は
稲
の
食
害
等
の
被
害
の
状
況
を
調
査
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
水
田
等
で
被
害
を
受
け
た
農
家

の
方
、
ま
た
は
近
隣
の
水
路
や
水
田
等
で
見
か
け

た
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
挾
間
庁
舎　

農
政
課　

農
政
企
画
振
興
係
（
挾
間
庁
舎
）

　

☎
０
９
７−

５
８
３−

１
１
１
１

水
稲
作
付
農
家
の
皆
さ
ん
へ
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今月の税／料
● 国民健康保険税（普通）   10 期分
● 介護保険料（普通）   10 期分
● 入湯税   ３月期分（２月分）

納期限　平成24年４月２日㈪

● 再生家具・自転車の抽選会
〜再生した家具・自転車を

無料でお譲りします〜
申 込 期 限●４月８日㈰ 正午まで
　大分エコライフプラザにて随時受付をしていま
す。当選時の持ち帰りは各自で行ってください。

抽 選 日 時●４月８日㈰ 12：30〜
　抽選にもれた人や抽選時間に間に合わなかった人
のために、敗者復活のじゃんけん大会もあります。
※フリーマーケットも同時開催。出店希望の申込締

切日は３月16日㈮です。

問い合わせ●大分エコライフプラザ
　　　　　　☎097-588-1410

市政だより

大分エコライフプラザ情報 由布市暴力絶滅対策協議会だより

｢暴力のない安全で住みよさ日本一の由布市｣を目指して

〈事務局〉総務課「由布市暴力絶滅対策協議会」
☎097-582-1111（内線205）

 ＜暴力団動向の目の付けどころ＞
①企業・商店等の経済活動に介入していないか。
②ミカジメ料・用心棒料等の要求はないか。
③交通事故や各種民事問題に介入していないか。
④旅館・ホテルが、暴力団の「義理かけ」（出所

放免祝い等の資金集め・勢力誇示）に利用さ
れていないか。

⑤別荘等の施設が、利用（隠れ家）されていな
いか。

⑥正月用品（門松・しめ縄等）や絵画・置物の
購入、またはリース要求はないか。

⑦青少年に対し、甘い言葉で組織への加入を勧
誘していないか。

⑧暴力団関係者やその車両の往来がないか。
    ～見たり聞いたらすぐ相談～

□大分県警察本部（相談コーナー）
　☎097－537－3110
□大分南警察署（相談コーナー）
　☎097－542－0110
□暴力追放大分県民会議
　☎097－538－4704
■ 緊急の場合　110番

　小規模企業共済は、事業をやめられた時や会
社役員を退任した時などに、生活の安定や事業
の再建を図るための資金を準備しておく制度で、
いわば経営者の退職金といえる国の制度です。
●制度の特色
①掛金は全額所得控除となります。
②共済金は、「一括受取」「分割受取」「一括・分割の

併用受取」のいずれかを選択。
③共済金は、「退職所得扱い」または「公的年金等の

雑所得扱い」になります。
④一定の資格を有する方は、納付した範囲内で貸付

を受けられます。
●加入できる方
　常時使用する従業員20人（商業・サービス業は５
人以下）以下の個人事業主または会社の役員。※個
人事業主については、平成２３年１月から協働経営
者として２人まで加入できることとなりました。
●毎月の掛金
　月額1,000円から70,000円まで500円刻みで加入
できます。途中での増額、減額も可能です。

商工会からお知らせ

小規模企業共済制度のご加入を！

挾間町商工会　 ☎097-583-0235
庄内町商工会　 ☎097-582-0094
湯布院町商工会 ☎0977-84-2445

問い合わせ

　今月からつい
にＪＦＬが開幕
します。ＨＯＹ
Ｏチームの初戦はSAGAWA SHIGA FCです。この
チームは、昨年ＪＦＬでリーグ優勝の強豪チームで、
初戦から厳しい戦いが予想されます。第２節ではＪ
ＦＬに昇格して初のホーム戦となりますので、ぜひ
皆さんでＨＯＹＯチームを応援しましょう！

頑張れ！
H　YO
AC ELAN 大分
ついにＪＦＬ開幕！

▶モバイルサイト
　http://hoyo-oita.com/i/
　また、チームのホームページもぜひご
覧ください。http://hoyo-oita.com/

できます。検  索HOYO

今後の試合日程
3月11日㈰ SAGAWA SHIGA FC　会場：佐川守山　13：00

3月18日㈰ カマタマーレ讃岐　会場：大分陸　13：00

3月25日㈰ 藤枝ＭＹＦＣ　会場：藤枝サ　15：00

4月 1日㈰ 栃木ウーヴァＦＣ　会場：栃木市　13：00

4月 8日㈰ Ｙ.Ｓ.Ｃ.Ｃ.　会場：大銀サＡ　14：00

4月14日㈯ ＦＣ琉球　会場：沖縄県陸　16：00
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み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
。

　
「
早
い
も
ん
で
も
う
ウ
グ
イ
ス
が
鳴
き
始
め
た
」

と
あ
る
人
が
い
う
と
「
う
ん
、
う
ち
の
方
も
鳴
き

始
め
た
、
ま
だ
下
手
で
う
ま
く
鳴
っ
き
ら
ん
け
ど
な
」、「
へ
ぇ
ー
、
わ
た
し
ん
と

こ
ろ
で
は
ま
だ
聞
い
て
な
い
け
れ
ど
、
も
う
随
分
前
か
ら
コ
ジ
ュ
ケ
イ
は
鳴
い
て

い
る
よ
」。
同
じ
由
布
市
で
も
挾
間
、
庄
内
、
湯
布
院
と
季
節
の
到
来
に
か
な
り

の
差
が
あ
り
ま
す
。
今
年
、
２
月
初
め
の
寒
波
の
襲
来
で
は
、
湯
布
院
は
も
ち
ろ

ん
湯
平
、
小
平
、
上
々
淵
、
上
淵
の
わ
が
家
の
辺
り
ま
で
は
一
面
の
雪
景
色
、
と

こ
ろ
が
庄
内
庁
舎
あ
た
で
は
雪
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
、
あ
っ
て
も
す
ぐ
に
解
け

て
し
ま
い
ま
す
。
挾
間
で
は
な
お
さ
ら
で
す
。
雪
の
つ
も
る
地
域
で
は
、
ウ
グ
イ

ス
も
ま
だ
早
い
と
、
鳴
く
の
を
た
め
ら
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

梅
も
ち
ら
ほ
ら
咲
き
始
め
た
と
の
話
を
聞
い
て
、
わ
が
家
の
梅
の
木
を
見
て
み

る
と
（
近
く
に
あ
る
桜
は
ま
だ
ま
だ
蕾
を
堅
く
閉
ざ
し
て
い
ま
す
が
）
先
端
が
ピ

ン
ク
色
に
な
っ
て
弾
け
よ
う
と
、
少
し
切
れ
目
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の
マ
イ

ナ
ス
12
～
13
度
の
寒
さ
に
も
よ
く
耐
え
、
そ
し
て
も
う
す
ぐ
咲
か
せ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
あ
た
り
の
景
色
も
、
日
に
日
に
和
ら
か
く
明
る
く
な
り
、
春
も
そ
こ
ま

で
来
て
い
ま
す
。
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

春
の
幕
開
け
と
言
え
ば
、
何
と
い
っ
て
も
県
内
一
周
駅
伝
大
会
で
す
。
結
団

式
で
私
は
監
督
、
選
手
に
、「
皆
さ
ん
の
活
躍
を
市
民
は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
、

苦
し
い
と
き
に
は
そ
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
持
て
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
し
切
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
選
手
も
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
力
い
っ

ぱ
い
出
し
て
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
由
布
市
チ
ー
ム
は
若
手
に
切
り
替
え
て
２

年
目
で
す
。
今
年
は
ま
だ
良
い
成
績
は
残
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
経
験

を
積
ん
で
き
っ
と
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

選
手
が
国
道
等
で
練
習
し
て
い
る
と
き
に
は
大
き
な
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
ね
。

選
手
た
ち
の
地
道
な
頑
張
り
を
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。
来
年
は
も
っ
と
良

く
な
り
ま
す
よ
。

市政だより

です 
No. 

74

こんにち
は

文
・
首
藤 

奉
文

▲写真は県内一周駅伝大会由布市再
スタートの様子。来年はさらに上
位を目指して頑張ってください。

　３月に入り寒さも和らいできて、ようやく春がやってきた
のかなと思う今日このごろです。２月21日、ＯＡＢの「大
分ふるさとＣＭ大賞」の結果
発表がありました。由布市は
残念ながら入賞することは叶
いませんでしたが、由布市の
違った一面を見せられたのか
なと思います。ＣＭ制作に携
わった皆さま、大変お疲れさ
までした。（お）

由布市役所総務部総務課
〒879-5498
由布市庄内町柿原302番地 
TEL.097-582-1111
FAX.097-582-3971
http://www.city.yufu.oita.jp/

印刷：株式会社インタープリンツ

人 の 動 き発 行 元

『ふるさとアルバム』市報ゆふ
　由布市の広報誌は、前半と後半の２部構成。
前半の「市報ゆふ」は市からのお知らせが中心
で、後半の「YUFUcity情報広場」は市内の
イベントや話題などを中心に掲載していま
す。これからも皆さんに愛される“身近な情
報誌”を目指します。 お

キ★ラ★リ★編★集 キ★ラ★リ★編★集

■放送日時　毎週土曜日
　午後１時～午後１時55分
　番組ホームページも開設し
ていますので、ぜひご覧くだ
さい。週末土曜日の午後は
OBSラジオをよろしくお願いします。
http://www.e-obs.com/blog/yufuban/
◎取り上げてほしい話題等がありましたら、

総務課秘書広報係（☎097-582-1111）
までご連絡ください。

◎メールリクエスト：y@e-obs.com

OBS ラジオ「ゆふばん !」

好評放送中！

まるんちゃん♪

ツイッター始めました！
　由布市は、イベント情報や防災情報
などをお伝えするため、ツイッターを
始めました。こちらのＱＲコードを携帯電話の
バーコードリーダーでで読み取ってください。

●由布市公式ツイッター
　https://twitter.com/YufuCity_PR
●問い合わせ　総務課（庄内庁舎）
　☎097-582-1111（内線206・208）

３月１日現在 （　 ）は前月比

総人口   36,175人

男   17,207人

女   18,968人

世帯数   15,114戸

（−13）

（−5）

（−8）

（−18）
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ハッピーバースデー／由布高News
まちかどズームアップ
由布市文化財探訪
DEAR 図書館だより
公民館からの学習情報
みんなのひろば／読者の声

City情報広場

2012

3
Vol.78

MARCHゆふ

桃の節句
写真は、湯布院町の花の木通りで毎年行われている、
花の木足湯開き＆ひなまつりで飾られている手作りのお雛さま



あ な た が 生 ま れ た 大 切 な 日

ハッピー バースデー3月 ３月の誕生花＊チューリップ、デイジー など

　本年度から由布高校と由布市内の挾間中学校・庄内中学校・湯布院中学校と
の由布市連携型中高一貫教育が正式スタートして、初めての「連携型入試」を実施しました。今回の入試
では、本校と３中学校でこれまでに実施してきた乗り入れ授業や合同到達度テスト、学力診断テスト、つ
なぎ教材を使った学習など、中高一貫教育の成果が問われるものでした。２月６日に小論文試験を、７日
は面接試験を実施しました。今回受験した中学生は緊張した面持ちで、一生懸命取り組んでいました。

　１月27日、３年生全員を対象に大分県金融広報委員会より金融広報アド
バイザーである矢野英昭さんを講師に招き「金融トラブル防止」に関する講
座を実施しました。講座の目的は、「高校卒業後に電子商取引やカードロー
ンなどの金融トラブルに巻き込まれないように、金融に関する基礎知識を習
得させること」です。
　今回の講座では、県内で実際に起こった事例がいくつかとりあげられ、事
例ごとに気をつけなければならない点が具体的に説明されました。

「由布市連携型中高一貫教育」〜初の連携型入試始まる〜

巣立ち講座を実施しました

由布高校の最新情報は、HP( ホームページ ) で提供しています。
ぜひ、インターネットにアクセスしてください。

アドレス   h t tp : / /yu fu -h .o i ta -ed . j p / 検  索

由
布 高

由布高
News

No.41

お
知
ら
せ

３月 9日㈮   全校ボランティア活動　一次入試合格者発表
３月10日㈯   スタディサポート模試（１−１，２−１）
３月12日㈪   合格者連絡会　文字力大テスト
３月13日㈫   新入生学力診断テスト
３月15日㈭   高校入試（二次入試）

３月16日㈮   二次入試合格者発表
３月19日㈪   合格者連絡会
３月21日㈬   新入生学力診断テスト
３月23日㈮   終業日
３月30日㈮  離任式

※お誕生日コーナーにお子さんの写真を掲載したい保護者の方は、事前に総務課（☎097－582－1111 内線208）へ電話でお申
し込みください。対象は３歳以下で、市報ゆふのお誕生日コーナーに掲載されたことがない方とします（先着順）。

ワンパク怪獣苺花ちゃん。
毎日笑顔をありがとう。

将来は立派なアイドルになれることを
願ってます。P.S.マネージャーは

お父さんに任せてネ。

西
に し か わ

川 苺
い ち か

花ちゃん
平成23年３月11日生　挾間町挾間

元気いっぱいの三男坊☆
女の子希望だったことを忘れる程、

とっても愛しい翼の笑顔。
これからもたくさん笑ったり

泣いたりしてね♪
☆★パパ＆ママより★☆

石
い し だ

田 翼
つばさ

くん
平成23年３月26日生　挾間町挾間

２歳のお誕生日おめでとう！！
和輝くん、いつも
元気いっぱいだね。

すくすくと真っすぐに育ってね♡

山
や ま し た

下 和
か ず き

輝くん
平成22年３月6日生　挾間町挾間
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期間限定

長 寿

ま ち か ど ま ちか ど プ ッ ア ム ズ ～ ズ～ムアップズ ～ ム ア ッ プ 

銘 酒

１月２９日、１００歳を迎えた大久保カヤ子さん（庄内町
畑田）のお祝いをするため、首藤市長が大久保さんの
自宅を訪れました。「自分でもこんなに長生きで
きるとは思いませんでした」と話す大久保さん。
趣味の手芸や鞠作り、造花作りをしながら日々
を過ごしており、食事を好き嫌いなく食べるこ
とと、ベッドの上で手足を動かす体操が長寿の
秘訣だそうです。１００歳本当におめでとうござ
います。

１月２１日、愛媛県内で開催された「第７回全国どぶろ
くコンテスト」で、湯布院町の菊地酒造（菊地三郎代表）が製造し
たどぶろくが淡麗部門で最優秀賞に輝きました。濃醇部門でも優
秀賞を獲得するなど、審査員らから高評価を得ました。また、１
月２８日に東京都内で開催された「ＴＯＫＹＯどぶろくフェスタ」
でも、６１社１０９点の中から、どぶろく生部門で２点が優秀賞に
選ばれました。２月１６日には、菊池代表が市役所湯布院庁舎を訪
れ、首藤市長らに喜びを報告しました。

現在、ＪＲ由布院駅構内特設ブースで、ゆふいん駅バ
ザールを開催中です。これはＪＲ九州の「ゆふいん冬の旅キャン
ペーン」と併せて開催されているもので、２月から３月までの毎週
末（金曜日～日曜日）行われます。２月３日の初日は、JAおおいた
いちご部会と庄内町のバラ専門店「ベッラローザ」
が出店し、多くの観光客らがお土産に購入していま
した。各日、午前１１時～午後５時までの販売です
ので、ぜひお立ち寄りください。出店は週替わりで、
新鮮野菜や農産物加工品などが販売されます。

１００歳を迎えて

由布市産のどぶろくが入賞！

自慢の特産品が大集合！ゆふいん駅バザール

　２月２３日、１００歳を迎えた髙橋チサコさん（湯布院町川上）を
お祝いするため、首藤市長が入院する湯布院厚生年金病院を訪れ
ました。竹田市長湯出身の高橋さんは、結婚を機に湯布院へ。好
き嫌いがなく、今も全て自分の歯だそうです。また、
手先が器用で、数年前まで大分市のアートフラ
ワーの教室に通っていたとのこと。「１１０歳を
目指して頑張ってください。」と首藤市長から
声をかけられた高橋さんは、「ありがとうござ
います。」と応えていました。

▲温度管理がポイントと話す菊地さん（写真中央）
　受賞おめでとうございます！

▲ご家族みんなでお祝いしました♪ 今でもメガネを使わずに新聞を読む高橋さん▶
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MACHIKADO  ZOOM  UP

熱 戦

第１回 ゆふいんチャレンジカップ フットサル大会

婚活イベントを開催！

２月５日、湯布院地域総合型スポーツクラブ『ゆふいん
チャレンジクラブ』主催による、フットサル大会が湯布院海洋セ
ンターにおいて開催されました。湯布院町内の小・中学生から社
会人まで、１２チーム・９４人の参加がありました。
　当日は、女性や子ども、年配者も参加しやすいように湯布院特
別ルールで開催され、すばらしいシュートや珍プレー、好プレー
ありの熱戦が繰り広げられました。結果は次のとおりです。

優勝：ウルトラ７（セブン） 準優勝：前回覇者 ３位：コボーズＦＣ
大会ＭＶＰ：大嶋悠嵩さん 得点王：豊満　仁さん 最高齢者賞：工藤裕二さん（52 歳）

２月５日、由布市湯布院町で今年度２回目となる婚活イ
ベントが開催されました。市内外から合計２８人の参加があり、大
分駅から由布院駅までのバレンタイントレインや、湯布院に到着
後のレストラン「田」での会食では、参加者たちが会話に花を咲
かせていました。
　同イベントは由布市若者定住支援事業の一環として、湯布院塚
原高原観光協会と由布市の協働で行われました。

プレー

出会い

１月２２日、挾間町の挾間中学校武道場で平成２３年
度第７回由布市柔道選手権大会が開催されました。当日は小学
生から一般までおよそ１６０人が参加し、日ごろの鍛錬の成果
を発揮しました。優勝者は次のとおりです。（敬称略）

由布市柔道Ｎｏ.１を目指して

小学校１・２年生男子の部　島　正輝（尚武館田崎道場） 小学校１・２年生女子の部　高木　水月（自勝舘）
小学校３・４年生男子の部　林　将太郎（自勝舘） 小学校３・４年生女子の部　中間　瑞紀（錬徳館）
小学校５・６年生男子の部　平山　知義（尚武館田崎道場） 小学校５・６年生女子の部　岩本　紗夏（挾間少年柔道クラブ）
中学生男子の部　釘宮　良典（錬徳館） 中学生女子の部　林　千夏（自勝舘）
一般男子の部　飯倉　猛（挾間町柔道部）

交 流
１２月１１日、湯布院海洋センター体育館において、湯布

院地域総合型スポーツクラブ「ゆふいんチャレンジクラブ」主催
による第１５回ゆふいん新春ソフトペタンク大会が開催され、１６
チーム、５歳から８３歳まで約７０人が参加し体育館全体が笑顔と
歓声に包まれました。結果は次のとおりです。

優勝　　　ふくちゃんズ 準優勝　　湯の坪Ｂ
第３位　　湯の坪Ａ 第３位　　乙丸１Ｃ
最年少者賞　　江藤幸致君（５歳）
最高齢者賞　田中喜里枝さん　志手福雄さん　加藤ハツネさん　（83 歳）

第15回 ゆふいん新春 ソフトペタンク大会

▲優勝　ウルトラ７（セブン）

▲優勝　ふくちゃんズ

◀由布院駅では歓迎セレモニーが行われました。
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　国道２１０号から由布市役所前を左折し阿蘇野を目
指し、ほぼ一本道を登って行くと、｢名水・白水｣の
手前、左手に｢囲碁神社｣が現れます。神社・仏閣が
多種多様な形で碁縁を持つ事例はあるものの、ずば
り｢囲碁神社｣とあるのは本邦唯一と思われます。い
つ誰が造営をしたのかは不明ですが、｢遅くとも近
世の後半、囲碁が市民生活に浸透を果したころに、
ごく身近な小社として道端に建てられたのではない
か？愛棋家が通りすがりに気軽に礼拝する辻社であ
れば、常駐する神職を欠いても囲碁・将棋でいうテ
ヌキの好手と合点できると。｣とも言われています。
　ともあれ神社入り口に建てられた看板によると、
神社の主祭神は知を司る【八

やごころおもいかね

意思兼神】脇神は、戦
の【経

ふ つ ぬ し の み こ と

津主命】と勝負の神【吉
き び の ま き び

備真備】と記されて
います。さらに、その看板には神社伝説由来として、
次のように書かれています。

　＜昔一人の樵
し ょ う ふ

夫が
深く黒岳に入り山道
に迷った。山の中を
さまよい歩く中に、
二人の仙人が碁を楽
しんでいるのを見て
道を尋ねると、仙人
は、｢ここはお前た

ちが来る所ではない。早く立ち去れ」と怒った。仙
人は道がわからず困っている樵夫を見て「今から米
の研ぎ汁を流す。この白い水の流れに添って白水鉱
泉に行け」と教えた。樵夫は教えに従って無事に人
里に出て我が家に帰った。村人は囲碁の神と崇めこ
こに三神を祭る＞と書かれています。
 「庄内町が大分囲碁の発祥地ではないか？」とい
う意見もあり、同じ阿蘇野の「朝日長者」をまつっ
た内山観音のある『宝陀山浄水寺由来記』の當山寶
物記録の条に「碁盤将棋盤黒嶽仙人所持碁石月黒水
晶也」とあります。大分県では最古の囲碁に関する
記録だそうです。また、庄内地域には囲碁を愛する
人が多く、囲碁大会なども盛んに行われていました。

昭和６２年には町おこしの一環として「庄内を日本
囲碁界最大のイベント開催地にしよう」と銘打って
町営グランドに碁盤を書き、町民１３０人以上が『人
間碁石』になって『人間囲碁大会』が催され人気を
呼んだそうです。

「風
ふ う け つ

穴」
　囲碁神社の入り口
すぐ近くの道路脇に
風穴があります。斜
面に積み重なった岩
石の隙間から、春か
ら夏にかけては冷気
が噴き出します。風
穴内部が冷たく外気

が暖かいために重力流が生じ、内部から冷気が噴き
出すのです。
　逆に冬場は、内部が暖かく外気が冷たいために対
流を起こし、内部に冷たい空気が流れこみます。黒
岳には、登山道に添って他にも風穴があるようです。

「ふるさと文化探検隊」
　陣屋の村歴史民俗
資料館は、小学校高
学年の希望者を対象
に半年間にわたり月
に一度、由布市内各
所の名勝や文化財を
探検する「ふるさと
文化探検隊」を実施

しました。今年度は２年目で隊員はわずか６人でし
たが、探検隊には地元ボランティアの方々や有識者
の方にも同行をお願いし、探検地の説明や逸話など
の紹介等もしていただきました。
　今回紹介した囲碁神社や風穴、白水鉱泉や男池な
ども探検しました。探検隊を通じて友達になった子
どもたちが、日ごろと違った環境の中で生き生きと
体を動かし、文化にふれ学ぶことができました。平
成２４年度も計画していますので、対象の人はぜひ
チャレンジしてください。

参考文献：「ぶらり囲碁紀行」（三浦修名誉教授著）

由布市文化財探訪
今回は庄内地域の

「囲碁神社」について紹介します

由布市陣屋の村歴史民俗資料館
☎ 097-583-3941
由布市教育委員会 生涯学習課文化振興係
☎ 0977-84-3111（内線225）

問
い
合
わ
せ

▲囲碁神社

▲黒岳　風穴

▲炭酸水を楽しむ隊員

●今回で「由布市、文化財探訪！」は終
了します。次回からは新企画をお送り
します。

その.70
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図書館だより

ディア 

vol.78vol.78図書館だより 2012.3

由布市立図書館 
庄 内 図 書 館  
湯布院図書館  

☎097-586-3150 
☎097-582-0214 
☎0977-84-2604 

4月休館日

3月のカレンダー＜３館共通＞ 休館日 http://library.yufu-city.jp/　mail: h_tosho@city.yufu.oita.jp

由布市立図書館 第３水曜

　３月21日㈬・４月18日㈬

庄内図書館 第３日曜

　３月18日㈰・４月15日㈰

湯布院図書館 第３木曜

　３月15日㈭・４月19日㈭

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

おはなし会

由布市立図書館・湯布院図書館
　火〜金 午前10時〜午後６時
　土・日 午前10時〜午後５時
庄内図書館
　火〜日 午前９時〜午後５時

開館時間

毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始

休館日(3館共通)

３月テーマ展示
由布市立図書館『後藤楢根』
庄内図書館　『海外文学』
　　児童のコーナー『うさぎ』 
湯布院図書館『恋の物語』
　　児童のコーナー『巣立ち』

蔵書点検が無事終了しました
由布市立図書館・庄内図書館・湯布院図書館

レファレンスサービスをご利用ください

貸出カードの登録情報に変更はありませんか？

　蔵書点検期間中《２月20日㈪〜２月29日㈬》は、大変ご迷惑をおかけしま
した。ご協力いただきありがとうございました。蔵書点検は、利用者の皆さん
に図書館をより良く活用していただくため、毎年行っているものです。今後と
も、皆さんの読書の楽しみを広げる場として、ぜひ図書館をご利用ください。

２日㈪・９日㈪・16日㈪・23日㈪
24日㈫・29日㈷・30日㈪

 “レファレンスサービス”とは、皆さんが仕事や日常生活、研
究活動をすすめる上で何か調べものをするときに、必要な資料や
情報を効率的に利用できるようお手伝いをするサービスです。

■あるテーマについて知りたい
■利用したい資料が見つからない
■タイトルや著者名の一部しかわからない資料を探してほしい
■蔵書検索システムの使い方がわからない
■調べ方の手順や参考になる資料を教えてほしい
■由布市立図書館・庄内図書館・湯布院図書館に所蔵していな

い資料を読みたい
　など、お気軽に各図書館へご相談ください。電話・FAX・メー
ルでもお受けいたします。

由布市立図書館　FAX097-583-1186
※クイズや懸賞問題の解答、医療や法律など有資格者・専門家に

よる判断を必要とする相談など、お受けできないものもありま
す。ご了承ください。

マナーアップにご協力をお願いします
　図書館は、公共の場所です。皆さんに気持
ちよくご利用いただくために、図書館利用の
マナーアップを呼びかけています。

◆返却期限を守りましょう
次に利用される方のために、返却期限をお守
りください。

◆図書館の本は大切に
本を汚損・破損・紛失した場合は弁償してい
ただくことがあります。

◆館内ではお静かに
周囲の方のご迷惑にならないよう、静かな環
境を保ちましょう。

◆飲食はできません
あめやガムもご遠慮ください。

◆携帯電話の使用は館外で
電源を切るか、マナーモードに設定し、通話
はお控えください。
館内および資料の無断撮影はご遠慮ください。

皆さんのご協力をお願いします

　貸出カードの登録情報（住所・電話番号・氏名など）に変更が
生じた場合は、貸出カードと新しい住所・氏名が確認できる証明
書（運転免許証・保険証など）を、各図書館のカウンターにお持
ちのうえ、変更の手続きをお願いします。また、貸出カードを紛
失した場合も、各図書館へご相談ください。
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『個人事業からはじめる独立・起業マニュアル』
前田　隆正、河瀬　謙一　著　335 ／マ　一般コーナー
　300社を創業支援し、すべて黒字化した企業支援家が「独立・起業したいけれど右も左もわからな
いという人」のために書いた本です。起業に必要な実務、経理、会社設立の手続き、資金調達などわ
かりやすく説明しています。ぜひ、お読みください。　

『大分県先哲叢書』
大分県教育委員会　発行　Ｈ 289　郷土資料コーナー
　大分県の代表的な先哲（偉人・先覚者など）の業績や人物像がわかりやすく書かれています。各人
物につき、研究者向けの「資料集」、一般成人向けの「評伝」、初めてその先哲を学ぶ子どもたち向
けの「普及版」があります。先哲たちの偉大な足跡をたどってみてはいかがでしょうか。何か新しい
発見があるかもしれません。 

『１００歳までボケないがんにならない１０１のジュース』
白澤　卓二、ダニエラ・シガ　著　S498. ５／シ　健康コーナー
　老年学と抗加齢学を専門とする白澤教授と栄養学の知識を持つダニエラ研究員によるレシピ集です。
身近な食材を使ったジュースが多いので、お気に入りの１杯をぜひ見つけてみてください。

『やさい』
真木　文絵　編　６２６／ヤ　湾曲コーナー
　野菜の特徴・産地・旬・栄養素など野菜の基本情報はもちろん、新鮮さ、味のよさを見分けるポイ
ントや保存方法、おすすめのレシピも掲載されています。野菜の来歴や方言によって呼称の違いなど
雑学的な情報も載っています。野菜の情報がたっぷりと詰まった１冊です。

『昔日の客』
関口　良雄　著　一般 914. ６／セ　庄内図書館
　多くの文学者に愛された東京の古本屋、「山王書房」店主が綴った随筆集です。本と人とのつなが
りを大切にし、書物を愛する気持ちが詰まっています。30年以上前に書かれたものですが、時を経て
も色あせない魅力が溢れています。

『大分発自然エネルギー最前線』 
阿部　博光　著　郷土資料　Ｈ 501. ６／ア　湯布院図書館
　元ジャーナリストで大分出身の作者が、自然エネルギー自給率日本一の大分の現況を「足」で取材
した本です。大分を再認識すること間違いなしです。ヨーロッパの自然エネルギー事情や、自然エネ
ルギー県内設置場所一覧も書かれており、意義ある１冊です。

分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　
　
　
　
間

一般 024.8 オ 古本道入門 −買うたのしみ、売るよろこび−

挾　
　
　
　
間

湾曲 141.5 タ 武器としての決断思考

一般 289.1 ソ 父・金正日と私 −金正男独占告白− 湾曲 611.7 シ 集落営農／農山村の未来を拓く

一般 319.8 カ “核”を求めた日本　被爆国の知られざる真実 ヤング Y159 サ 口ぐせひとつでキミは変わる

一般 327.0 キ 私が弁護士になるまで 郷土 H913.6 ク 契り旅 −秘剣『村雨』事件始末−

一般 590 ク 暮らし上手のお買いもの −無理なく賢く、選びたい。− 健康 S498.5 イ タニタ式カラダのひみつ −食べて健康！−

一般 767 タ うたのほん　日本語のおけいこ くらし 596.3 ハ 健康豆腐レシピ100 −からだにおいしい！毎日食べたい！−

一般 913.6 ウ 酒田さ行ぐさげ −日本橋人情横丁− 絵本 E オ オニじゃないよおにぎりだよ

一般 913.6 エ 道化師の蝶 絵本 E ト としょかんねずみ

一般 913.6 サ ディーセント・ワーク・ガーディアン 絵本 E ワ わがままくまさん　

一般 913.6 タ 共喰い 低学年 913 ユ ゆきひらの話　

一般 913.6 ハ ダーティ・ママ、ハリウッドへ行く！ しらべ学 590 ク くらしとぎょうじのせいかつ図鑑　

一般 914.6 ヒ 東京暮らし江戸暮らし 児童 814 ゴ わざわざことわざ

一般 914.6 マ 人魚はア・カペラで歌ふ 児童 913 ト キツネたちの宮へ

趣味娯楽 P779.1 コ 母さんの「あおいくま」 児童 963 ゴ 雨あがりのメデジン

庄　
内

一般 021.2 ヤ 日本の著作権はなぜこんなに厳しいのか
庄　
内

一般 913.6 オ てのひらの父

一般 596.6 ウ モチモチおいしい米パンＧＯＰＡＮ 一般 913.6 カ 週末は家族

一般 754.9 オ 花の立体切り紙 一般 913.6 ホ 弁護士探偵物語

湯
布
院

一般 289.2 ゲ 駆け込み寺の玄さん
湯
布
院

文庫 291.0 バ イザベラ・バードの日本紀行  上・下

一般 914.6 エ 子供の世話になって死んでいきます くらし 492.9 ナ ナースに知ってほしい1００の病気

一般 933.7 ア あの川のほとりで 上・下 特色ある 813.7 ア 朝日キーワード  2013

新着図書一覧表

しっぽ

むぎ

岡崎 武志

五味 洋治

「ＮＨＫスペシャル」取材班

菊間 千乃

谷川 俊太郎

宇江佐 真理

円城 塔

沢村 凛

田中 慎弥

秦 建日子

平岩 弓枝

丸谷 才一

コロッケ

山田 奨治

上田 まり子

大原 まゆみ

佐々 涼子

海老名 香葉子

ジョン・アーヴィング

滝本 哲史

関 満博

佐藤 富雄

葛葉 康司

池田 義雄

濱田 美里

シゲタ サヤカ

ダニエル・カーク

ねじめ しょういち

安房 直子

竹下 昌之

五味 太郎

富安 陽子

アルフレッド・ゴメス＝セルダ

大沼 紀子

桂 望実

法坂 一広

イザベラ・バード

安達 洋祐

朝日新聞出版

朗

花蓮

カール

幸
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ひ
ろげよう学びの輪

　学び（生涯学習）の拠点である公民館の情
報を、毎月このコーナーで紹介しています。
　あなたに役立つ学びの情報が、きっとあ
ると思います。

問い合わせ
挾間公民館(はさま未来館) ☎097-583-1118
庄内公民館　 ☎097-582-0214
湯布院公民館 ☎0977-84-2604

公民館からの学習情報

vol.35

■スケジュール
10：00 〜 オープニング
10：30 〜 ステージ ゆふいん子ども神楽社、湯平子ども神楽

パワーシティーオーイタショー、市役所劇団等
体験 漫画教室、科学道場、英会話教室、エアロビクス

16：00 〜 エンディング
※当日は食バザーやフリーマーケットも開催します。

●問い合わせ　湯布院公民館 ☎0977-84-2604

湯布院公民館からお知らせ

庄内公民館からお知らせ

 Y チャレマスコット

Y.Y. チャレンジ 2012 開催
　３月18日㈰に湯布院公民館にてＹ.Ｙ.チャレンジ2012を開催します。
　これは、子どもたちが、公民館に集まり、いろいろな体験をしたり、ス
テージで発表したりする子どもたちの交流まつりです。
　この「Ｙ.チャレ」の企画・運営は、湯布院公民館を拠点に活動してい
る高校生グループ「リーダースクール」を中心に、中学生「ちょぼらクラ
ブ」の子どもたちが行っています。2004年から続いているこの「Ｙ.チャ
レ」。今年もさまざまなステージ発表や、体験コーナーもあり、大人も子どもも楽しめる企画盛りだくさんと
なっています。３月18日㈰は、ぜひ子どもたちの作り上げた「Ｙ.チャレ」に遊びに来てください！！

庄内公民館 中学生青少年ボランティアの紹介！
　庄内公民館では、庄内中学校の生徒５人が中学生ボランティアとして活
動を行っています。５月には読み聞かせの研修、８月には野外活動の研修
等により、ボランティア活動について勉強し、おはなし会での紙芝居や読
み聞かせ、小学生体験活動（里山学校）での遊びの指導など、多くの事業
の指導員として活躍しています。
　庄内地域での将来のリーダーとしての活躍を期待しています。

ゆふ大学の平成24年度受講生を募集します
　湯布院公民館では、60歳以上を対象に「ゆふ大学」を開講しています。今年で50年目（第50期）を迎え、
公民館の中でも人気の高い学習の場です。特に、７月の県外視察研修旅行（１泊２日）は、盛況で130人近く
が参加しています。昨年は、「佐賀をゆっくり楽しもう。佐賀の歴史、文化、自然を堪能しよう。」のテーマ
のもと、佐賀県へ出かけました。
　大学は、28人の地区委員、その中から委員長を含め役員９人、監事２人で組織し、自主的に企画・立案・運
営をしています。４月の入学式に始まり、12月の終了式まで、５回のいろいろな講座を開いています。
大学の中には、６つのクラブ活動（民踊、唱歌・童謡、書道、カラオケ、菊づくり、グラウンドゴルフ）もあ
り、学んだことをボランティアで生かすこともあります。
　広報部では、編集長を含め６人で、ゆふ大学新聞「萌樹」を年１回発行しています。これからも元気いっぱ
いの「ゆふ大学」です。申し込み先は、湯布院公民館（☎0977-84-2604）までお願いします。
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国家公務員採用試験
（院卒者、大卒程度試験）

種別 受付期間 第１次
試験日

国家公務員採用総合職
試験（院卒者試験・大
卒程度試験）

○インターネット
　４月２日㈪～
　４月９日㈪
○郵送または持参
　４月２日㈪、
　４月３日㈫

４
月
29
日
㈰

国家公務員採用一般職
試験（大卒程度試験）

○インターネット
　４月10日㈫～
　４月19日㈭
○郵送または持参
４月10日㈫、
４月11日㈬

６
月
17
日
㈰

皇 宮 護 衛 官 採 用 試 験
（大卒程度試験）、法
務省専門職員（人間科
学）採用試験、財務専
門官採用試験、国税専
門官採用試験、食品衛
生監視員採用試験、労
働基準監督官採用試験、
航空管制官採用試験

○インターネット
　４月２日㈪～
　４月１２日㈭
○郵送または持参
　４月２日㈪、
　４月３日㈬

６
月
10
日
㈰

受験資格や申込方法　インターネットで確認する
か、人事院九州事務局までお問い合わせください。
問い合わせ　人事院九州事務局第二課試験係
☎092－431－7733
FAX092－475－0565
〒812－0013 福岡市博多区博多駅東２-11-1
ホームページ
http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

みんなのひろば みんなのひろば●

HOT LINE HOT LINE 

由布市総務課 
 ☎097-582-1111 内線206

試　験

大分警察官Ａ採用試験
試験区分　①警察官Ａ　②警察官Ａ（女性）
※①は警視庁（東京都）、愛知、大阪、兵庫各県

警を含みます。受験資格が異なりますので、受
験案内等でご確認ください。

試験日　５月13日㈰
試験会場　大分商業高校（大分市西浜４番２号）
受付期間
郵送・持参　４月２日㈪～４月20日㈮
インターネット　４月２日㈪～４月13日㈮
問い合わせ　県警察本部警務課人事係
☎097－536－2131

技能検定試験のお知らせ
受付期間　４月９日㈪～４月18日㈬
実技試験問題公表　５月28日㈪
実技試験実施期間　６月４日㈪～９月９日㈰
学科試験日　７月22日㈰、８月19日㈰
　　　　　　８月26日㈰、９月２日㈰
合格発表　９月28日㈮ ※３級のみ８月24日㈮
※技能検定実施職種、申請書および受験案内等、

詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ　大分県職業能力開発協会
☎097－542－3651

由布市無料相談のお知らせ
【行政相談】担当：行政相談員
●道路の補修など、行政の仕事に対する要望やお
困りごと
はさま未来館　４月 7日㈯ 午前９時～正午
庄内庁舎　　　４月 6日㈮ 午前９時～正午
湯布院庁舎　　３月21日㈬ 午前10時～正午

【不動産相談】担当：宅地建物取引主任者
●土地の境界線等不動産全般のお困りごと（電話
相談可能）
庄内庁舎　４月２日㈪ 午前８時30分～正午

【司法書士市民相談】担当：司法書士 ※予約者優先
●登記、相続、金銭トラブル等法律に関するお困
りごと
挾間庁舎　 ４月10日㈫ 午後１時30分～午後４時
庄内庁舎　 ３月21日㈬ 午後１時30分～午後４時
湯布院庁舎 ４月 3日㈫ 午後１時30分～午後４時
問い合わせ　総務課総務係
☎097－582－1111（内線205）

相談会
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みんなのひろば みんなのひろば●

統計調査員を募集します！（候補者登録）
業務内容　調査対象訪問・調査票配布・
回収・整理
報酬　各種統計調査で定められた報酬
申込　次のいずれかの方法で申し込んで
ください。
・申請書を市のホームページからダウ

ンロードするか、各庁舎地域振興課
総務係で受け取り、申請書記入後、
各庁舎地域振興課総務係へ提出。

・下記ＵＲＬまたはＱＲコードで仮申請も可。
　URL：https://www.egov-oita.pref.oita.jp/
　SksJuminWeb/EntryForm?id=JxHS3MVF
※候補者名簿への登録の後、調査

員を選出します。
問い合わせ　総合政策課統計係
☎097－582－1111
（内線222・225）

㈶大分県奨学会　奨学生募集
【大学および短大奨学金】
出願期限
４月20日㈮
※当日消印有効
貸与期間
平成24年４月から
在学する学校の正
規の最短修業期間
貸与月額
◎一般奨学金
　(１年生120人程度・２年、３年、４年生若干名)

国・公立 私立
自宅通学 自宅外通学 自宅通学 自宅外通学

36,000円 40,000円 43,000円 51,000円

国・公立短大 私立短大
自宅通学 自宅外通学 自宅通学 自宅外通学

36,000円 40,000円 42,000円 48,000円

◎伊藤隼・マサ代・孝子奨学金（１年生５人）
国・公立 私立

自宅通学 自宅外通学 自宅通学 自宅外通学

50,000円 56,000円 59,000円 69,000円

※貸与月額と募集人員は変更することがあります。
問い合わせ 
㈶大分県奨学会　☎097－506－5620
ホームページ http://www.d-b.ne.jp/syogaku/

労働相談ホットライン
内容　解雇、賃金・残業代不払い、休日、パワハ
ラなどの問題に対する相談に応じます。
相談　平日の午前10時～午後６時
※土日・祝日を除く
対応　社会労務士ほか（電話と面談で対応）
問い合わせ　労働相談センター
☎097－529－8552
フリーダイヤル　☎0120－378－060
面接場所　大分市大字下郡1602－１

無料法律相談会
日時　４月18日㈬ 午後１時～午後４時
場所　大分県行政書士会（大分市城崎町1-2-3）
相談内容　遺言・遺産相続・成年後見相談・不動
産関連・各種許認可申請等
問い合わせ　大分県行政書士会事務局
☎097－537－7089
FAX097－535－0622

がん予防市民講演会
　日本人の死亡原因の１位はがんです。がんによ
る年間の死亡者数は全国で30万人超、由布市で
は約110人です。がんと闘うには早期発見が大
切です。今年は次の内容で市民講座を開催します。
テーマ　肺がんと喫煙に関する最近の話題
日時　３月22日㈭ 午後２時～
場所　由布市役所庄内庁舎３階大会議室
講師　大分大学医学部地域医療学センター教授
　　　宮㟢英士氏　※参加費無料、申込不要
問い合わせ
健康増進課（湯布院庁舎）
☎0977－84－3111（内線363）

相撲甚句を学びませんか？
　挾間相撲甚句会では、
現在会員を募集していま
す。敬老会や各種大会に
参加して、あなたも相撲
甚句を唄いませんか。
練習日　毎月一回（日曜日）
会費　3,500円（毎月）
問い合わせ　新日本相撲甚句会　挾間甚句会
代表　首藤　☎097－583－2450

教室・講座

募　集
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Readers Voice●問い合わせ　総務課秘書広報係　☎097-582-1111（内線206）

みんなのひろば みんなのひろば●

Readers Voice

　このコーナーは読者の皆さんからのおた
よりを紹介しています。本誌を読んだ感
想や今後取り上げてほしい記事、由布市
への思い、あなたの身近なことなどを郵便ハガキに書いてお送
りください。おたよりをいただいた方には、ポストカード付き
「フォトフレーム」をプレゼントします。

→オリジナルのフォトフレー
ム。市内の美しい風景写真を
使用したポストカードが８枚
入っています。

●問い合わせ
　総務課秘書広報係　☎097-582-1111（内線206）

V o i c
e

s

Y
uf

u  
Citizens'

もっと身近な

広報誌へ

読者の声

貼付場所

★ハガキの裏面に「読者の
声」をご記入の上、点線
に沿って用紙を切り取り、
図の通りはがれないよう
に全面にのりづけ(テー
プは不可)して、ご投函
ください。

協会けんぽ加入者の皆さまへ
　平成24年３月分（４月納付）から大分県の適
用事業所の保険料率が変わります。
◆保険料率
健康保険　10.08％（現行9.57％）
介護保険　全国一律1.55％（現行1.51％）
※詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ
全国健康保険協会（協会けんぽ）大分支部
☎097－514－3077

ウォーキングをしませんか？
　由布高原ウォーキング協会（YWA）では「ウォ
ーキング仲間」を募集しています。
日時　４月15日㈰ 午前９時～
「絶景！桜と菜の花鑑賞ウォーク」※小雨決行
集合場所　由布市役所湯布院庁舎駐車場
参加費　200円（スポーツ保険等）
※詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ　ＹＷＡ事務局　竹田
☎0977－84－2850

口ノ原桜まつり開催！
日時　４月７日㈯
場所　庄内町南大津留　口ノ原ふれあい広場
◎由布高校郷土芸能部による神楽公演　午後１時～
◎味コーナー　午前11時～
鶏めしや手打ちそばなどが出店。期間中は、桜の
ライトアップや写真コンテストもあります。ただ
し、桜のライトアップの日程は開花状況で決定し
ます。詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ　管理人　本田
☎097－582－1545

スローフローヨガ定期的クラスと
イベントのお知らせ
◎定期的クラス
日時　毎月第１・第３土曜日　午後２時～午後３時30分
場所　はさま未来館和室
◎イベント　ヨガと音楽にふれあう満月の午後
日時　４月７日㈯ 午後１時30分～午後４時
場所　はさま未来館多目的研修室（４階）
※イベント当日は通常レッスン無料に加え、春の

無料体験レッスンも同時開催。
問い合わせ　ろハスのしずく　山越
☎090－5291－0518

春風コンサート開催
日時　３月17日㈯ 午後０時30分～午後２時30分
場所　はさま未来館
定員　先着500人　※入場無料
問い合わせ　陸上自衛隊湯布院駐屯地
☎0977－84－2111（内線204）

シベリア強制抑留者の皆さまへ
　特別給付金を支給しています。請求の受付が３
月31日（消印有効）までとなっています。平成
22年６月16日にご存命で、日本国籍を有する方
（同日以降に亡くなられた方は相続人）が対象で
す。まだ請求されていない方は、平和祈念事業特
別基金までご連絡ください。
受付時間　午前９時～午後６時
※ ただし３月 31日㈯は受け付けています。
問い合わせ　平和祈念事業特別基金
☎0570－059－204（ナビダイヤル） 

お知らせ

2012.３City情報広場 ⑪▶

８７９５４９８

由布市役所 
総務課秘書広報係　行 

（No.78/2012.３）
◎ご氏名 

◎ペンネームまたはイニシャル 

◎ご住所　〒 

フリガナ 

※記入がない場合、実名で掲載させていただきます。 

年齢／　　　　　歳　　　　性別／　　  男 ・ 女 

E-mail 

電話（　　　　　　）　　　  － 


